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過 敏 症 臟 器 ノ 生 體 染 色 ニ ヨ ル 研 究

(血 管 透 過 性 ノ亢 進ニ 就 テ)

岡山醫科大學衛 生學教 室(主 任緒方教授)

渡 邊 善 朝

[昭 和15年3月18日 受 稿]

第1章 緒 論

過敏症Shock本 態 ノ研究ハ澎湃 トシテ盛 ンナ

レ ドモ鐵扉ニ 深 ク諸説 ヲ秘 メテ未 ダ開 カザルモ,

抗元 抗體相互反應ニ 基 クコ トハ凝 フ可 カラズ.而

モ其 ノ場所 及 ビ機制ニ 關 シ テ モ 臆測 ノ域 ヲ脱 セ

ズ,就 中細胞説者 ノ論據 トスル 所亦多般 ナ リ.

Doerr1)ハ 該 反應ハ體細胞中主 トシデ血 管系ニ 於

テ行 ハ ル ト説 キ,Dale u. Richard2), Laidlow3)

ノ實 驗ニ 於 テハ 過 敏 症ニ 際 シ テ毛 細 血管 擴 張 シ,

毛 細 血 管 内皮 細 胞 直 接 ノ刺戟ニ 依 リ其 ノ 管 壁 透

過 性亢 進 シ浮 腫 ヲ來 ス コ ト ヲ認 ム ト述 ベ,更 ニ

DoerrハForssman's Phanomen4)ノ 如 キ逆 列

過 敏 症 ヲ説 明 スル ニ,Friedberger5)一 派 ノ唱 フ

ル ガ如 ク體 液 中ニ 行 ハ ル ル 反應 ニ非 ズ シ テ體 細 胞

殊ニ 血 管 系 ニテ起 ル反 應 ナル ガ故ニ,正 常 過 敏 症

ニ テハ免 疫ニ 因 リテ細 胞ニ 發 生 存 在 スル抗 體ニ 抗

元 ガ作 用 シテ 行 ハ レ,F.現 象 ノ如 ク其 ノ逆 列ニ 組

織 細 胞 ニ對 スル抗 體 ズ血 流 ヲ通 ジテ組 織 細 胞 ニ作

用 スル 時 モ 亦反 應 シ テ過 敏症 ヲ惹 起 ス ト云 ヘ リ.

馬 杉6)ノ 研 究ニ 於 テ過 敏 症 作 用 ヲ爲 ス者 ハ臟 器 ノ
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Mesodermal組 織 成分ナ ラン トノ想像 ヨリ,臟 器

ニ一般共通性抗元 ヲ爲 シ得 ル血 管系 ガ主 トシテ作

用因子ニ 關興シテ之ニ 對 スル抗體 トノ間 ニ反應 ヲ

營 ミ先 人知見 ノ如 ク血管壁 ノ障碍變化 ヲ先發 スル

コ トハ吾人モ夙ニ着 眼シ得 ル所 ナ リ。 余7)ハ 曩 ニ

正常能 働,被 働過敏症,逆 渦敏症,F.現 象ニ於 ケ

ル臟器過敏症 等ニ 於テ組織學 的檢 索 ヲ行 ヒ,血 管

系 ノ障碍變化ニ 基 キ各種 程度 ノ血管透過性亢進ヲ

認 メ,輕 度 ナル時ハ毛細管滲出ニ依 ル浮腫,稍 々

高度 ナル時ハ小動脈壁 ノ浮腫,血 管周圍淋 巴腔ヘ

ノ浮腫 又著 明ナル 出血等 ヲ認 メ得 タルガ,本 編 ニ

於 テハ發症注射前色素液 ノ輸入ニ 依 リテ,障 碍變

化 ヲ被 ム レル血 管 系 ヲ透 過 シ テ.血 管 外ニ 之 ガ流

滲 出 シ得 ベ キ カ ヲ研 究 目的 トシ テ興 味 深 キ成 績 ヲ

得 タ リ.

飜 ツテ 色素 ヲ生 體 攝 取ニ 應 用 セル ハRibbert8)

ノLithion-Karminヲ 嚆 矢 トシ,Cohnheim u.

Litten9)ハ 色 素 ヲ靜 脈 内 注 射ニ 依 リテ肺 毛 細 管 状

態 ヲ檢 索 セ ル ガ,此 際Chrzonsczewsky10)ハ 中 性

濃 厚Karmin溶 液 ヲ推 奨 セ ル 毛,Cohnheim等

ニ 依 レバ 濃 厚Karmin液 ハ 動 物 ヲ速ニ 致 死 セ シ ム

ル コ ト有 ル ヲ以 テ,比 較 的 毒 力 弱 ク シ テ水ニ 溶 解

シ易 キAnilin-blauヲ 用 フル ヲ可 トシ,Anilin-

blau 1.0gヲ0.5%食 鹽 水600-800ccニ 溶解 セ

ル者 ヲ,家 兎 又 犬 ノ體 重ニ 從 ヒ100-150ccヲ 注

射 セ リ.余 ノ實 驗ニ 於 テハ 斯 ノ如 キハ 大 量ニ 過 グ

ル コ ト,及 ビAnilin-blauハ 標 本作 製 操 作 中 容 易

ニ溶 解 脱 出 セル 多 數 ノ失 敗 ヲ繰 返 シ,此 點ニ 關 シ

テハKarmin液 ノ優 良 ナ ル コ トヲ痛 感 セ リ.又 清

野11)ハ 生 體 染 色ニ 於 テLithion-Karmin優 良 ナ

ルハ 組 織 細 胞ニ 沈 着 後 安 定 ニシ テ,水 又 ハ 酒 精 ノ

後 虎 置 ニ對 シ テ脱 色 セ ズ,鏡 檢 上 最適 ナ ル點 ニ在

リ ト推 奨 シ,戸 山12)ハ 肺 血 管 内色 素 液 ノ分 布状

態 ヲ檢 索 ス ル ニLithion-Karminヲ 使 用 セ リ.

生 體 染 色ニ 依 リ肺 血管状 況 ヲ觀 察 セ ル ハ1875年

Cohnheim u. Littenニ シテ,正 常 肺ニ 於 テ 色 素

ハ 平 等ニ 分 布 サ レズ或 部 ニテ肺 血 管ニ 之 ヲ含 ミ或

部 ニテ ハ之 ヲ含 マ ズ恰 モ斑 絞 状 ヲ呈 スル ヲ認 メ,

Lichtheim13), Tigerstedt11)等ニ 是 認 サ レタ リ.

戸 山12)モ 追 試 是 認 シ,更ニ 其 ノ染 色 セ ル毛 細 管 ハ

能 働 機 轉 ヲ營 ミ,不 染 色 部 ハ 休息 セ ル ヲ示 セ リ ト

爲 セ リ.過 敏 症 實 驗 ニ於 テ ハ吾 教 室 徳 重15)ガ 血 行

中 ニ注 入 サ レタルTrypanblauガ 腦 脊 髓 膜 透 過 許

容 ヲ認 メタル 者 アル モ,臟 器 血管ニ 關 シ テ組 織 學

的檢 索 ヲ爲 セ ル交 獻 ニハ未 ダ接 セ ズ,即 チ 余 ハ豫

メLithion-Karminヲ 血 管 内ニ 注 入 シ後 各種 ノ

過敏 症 發 症 注 射 ヲ行 ヒ興 味 ア ル成 績 ヲ得 タル ヲ以

テ茲ニ 報 告 セ ン トス.

第2章 實 驗 材 料 及 ビ 實 驗 方 法

余 ハ 實驗 動 物 トシ テ主 トシテ體 重250-300gノ

健 康 活溌 ナ ル海 〓 ヲ使 用 セ リ,コ レ過 敏 症 發症 ニ

最 適 ナ ル動 物 ナル ハTheobald Smith16)以 來,

Otto17), Friedmann18), Rosenan19), Besredka20),

Doerr u. Russ21)等 賞 用 スル所 ナ レバ ナ リ.時 ニ

1500-2000g家 兎 ヲ用 フ.何 レモ購 入後 久 シク,

餌育ニ 馴 レシ メ,元 氣盛 ナ ル ヲ選 ベ リ.過 敏症 ヲ

惹起 セ シム可 キ抗 元,免 疫 血 清,臟 器 抗 元 其 ノ他

ニ關 シチハ 余7)ノ 別 編ニ 詳 述 セ リ,又 抗 元,免 疫

血清 ノ感 作 方 法,潜 伏 期,血 清 學 的 檢 査方 法,再

注射 法等ニ互 リテ モ別編章節 ヲ分 チ テ 詳述 セル

モ,本 編 各章ニ 略記 スベシ.茲 ニハ唯生體染色 ニ

資 ス可 キ色素液其 ノ他ニ 關シテ述過 ス可シ.

第1節 Lithion-Karmin:余 ハ實 驗 ノ當 初

Cohnheimノ 記述ニ 從 ヒ,MerkノMethylenblau

ヲ使用 スル ニ際 シ,清 野11)ノ 示摘ニ 從 ヘ リ,則 チ

生體 色素 注 入 ハ靜 脈 内注射 トシ,液 量 ヲ可 及 的 少

ク,而 モ色 素 分子 量 ヲ可 及 的 大 ナ ラシ ム可 ク,從

テ比 較 的濃 厚 ナ ル2%内 外 又 時 トシ テ之 ヨ リ濃 厚

ナ ル溶 液 ヲ用 フ可 キ モ,餘 リニ濃 厚ニ 過 グル 時 ハ

動 物 ヲ斃 死ニ至 ラ シ ムル危 險 多 シ トサ レタル ニ鑑

ミ,余 ハ 多數 イ豫 備 的 實驗ニ 於 テAnilin-blauノ

使 用 量 ヲ檢 索 シ タ リ.即 チMethylenblauヲ5.0%

ニ生 理 的 食鹽 水ニ 溶解 セ ル者 ヲ,海 〓 體 重100gニ
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就 キ2.0ccヲ 靜 脈 注 射 ス レバ 直後 斃 死 スル コ ト多

ク,1.0ccナ ル 時 ハ斃 死 ニ至 ル 危害 ヲ免 カ レ,而 モ

注 射 ノ操 作 中已ニ 眼 球 結 膜,鼻 尖 著 シ ク着 色 シ,

注 射 ヲ終 レバ窪 皮 面 又 顯 著ニ 青變 シ,一 度 剖 檢 ス

レバ 内 臟 著 シ ク着 色 シ,胃 内 容 物 又青 變 セ ル ヲ認

メ,肺 外 觀 ハ 白色 部 ニ交 錯 シテ美 麗 ニ青 變 セ ル斑

紋 所 見 ヲ認 メラル ル モ,而 モ 進 ミテFormalinニ

固 定 シ,標 本 作 製 ニ際 シ テ,Paraffin包 埋 ト爲 スモ,

凍 結 法ニ 依 ル モ,操 作 中ニ 多 クハ脱 色 シ盡 シテ,染

着 甚 ダ不 安 定,鏡 檢 所 見 不 明 ナ ル ニ失 敗 シ盡 シタ

ル ヲ以 テAnilin-blauノ 使用 ヲ中止 セ リ.茲 ニ余

ハ 清 野 教 授 ノ推 奨ニ 從 ヒ,專 ラLithion-Karmin

ヲ使 用 シテ 其 ノ目 的ニ 沿 ヒ得 タ リ.戸 山12)ハ 家 兎

體 重1kgニ 就 キ10% Karmin約40ccヲ 使 用 シ

テ危 害 少 キ ヲ得 タ リ ト云 フ.余 ハ家 兎 ヨ リモ,體

重 小 ニ シ テ抵 抗 力 弱 キ海 〓ニ 對 シ テ,幾 何 ノ量 ヲ

許 容 スル ヤ ニ關 シ テハ 亦 多數 ノ豫 備 實驗 ヲ要 シ タ

ル ガ,戸 山 ノ家 兎ニ 準 ジ,海 〓 體 重100gニ 就 キ

10% 0.4ccヲ 注 射 スル ニ直 後 全 身 強 直 シ テ斃 死 シ

之 ヲ許 サ ズ,又 清 野 ノ示 摘 セル4%液 ヲ以 テ セバ,

稍 々大 量 ニ及 ブ モ 色素 量 猶 ホ足 ラズ シテ,着 色 顯

著 ナ ラズ シテ余 ノ目的 ニハ 沿 ヒ難 シ,茲ニ 使 用 色

素 液 ヲ10%液 トシ テ 其 ノ用 量 ヲ決定 セ ンガ爲 ニ,

多 ク ノ海 〓 ヲ犠 牲 ニ スル ノ止 ヲ得 ザ リシ ガ,體 重

100gニ 就 キ0.2cc以 上 ナル 時 ハ 全身 殊ニ 腹 部 ヲ

緊 滿 強直 シ テ,注 射 中又 ハ 直 後ニ 斃 死 セ リ0.15cc

ナル 時 ハ多 數 ノ例ニ 於 テ直 後 暫 時強 直 スル モ,幾

何 モ無 ク恢 復 シ テ元 氣 盛 ナ リ.而 モ注 射 中 眼球 結

膜,鼻 口,全 皮 面 美 麗ニ 紅 變 シ,要ニ 應 ジテ 殺戮,

靜 置,凝 血 完 成 後 ハ 着 色 ハ 更 ニ美 麗 ニ シ テ,肺 外

觀 亦Methylenblauニ 依 ル 時 ノ如 ク顯 著 ナル 斑 紋

ヲ現 ハ シ,其 ノ他 ノ 内臟 著 シ ク紅 變 セ リ.Paraffin

包埋 ニ依 ル 時 ハ 操 作 中Karminノ 固 定 稍 々不 安

定 ナ ル モ,凍 結 切 片 法 ニ於 テ40-60μ 厚ニ 標 本 ヲ

作 製 セ バ,脱 色甚 シ カ ラズ シ テ 美麗 ナ ル所 見 ヲ得

タ リ.依 テ余 ハ專 ラ海 〓體 重100gニ 就 キ10%

Lithion-Karmin 0.15ccヲ 總 頸 靜脈 内ニ 緩徐 ニ

注射 セ リ.

第2節 Lithion-Karmin液 製 法:Lithium

carbonatumハ80倍 量 ノ冷 水ニ 飽 和 溶解 ス.該

Lithiumノ 粉 末 ヲ秤 量 シテ 少量 宛所 要 滅 菌 冷却 蒸

餾 水ニ 加 ヘ.振 盪,溶 解,飽 和 セ シム.然 ル時 全

液 乳 白色 ヲ呈 スル ヲ以 テ,用 ニ臨 ミテ之 ヲ濾 別 セ

バ 透 明 ナ ル 飽 和液 ヲ得.Karminハ 專 ラMerk製

品 ヲ用 ヒ,飽 和Lithium液ニ 對 シ,10%ノ 割 合

ニ秤 量 シテ其 ノ色 素 塊 ヲ大Paraffin藥 包 紙 間 ニ

挾 ミ,乳 棒 頭 ー テ 壓 潰,可 及 的 粉末 状 ト爲 シ,

Colben中 ノLithium液ニ 加 ヘ攪 拌,重 盪 煎 上 ニ

加 熱,沸 騰 後20分 之 ヲ徐 々ニ 冷 却 スベ シ.斯 ク テ

全 ク溶 解 セ ル濃 厚Karmin液 ハ 用時 濾 別 シ テ 供

給 セ リ.

第3節 Karmin注 射 方 法:海 〓 ヲ仰 臥 固定,

下 顎 下 毛 髪拔 去,縱 單 剪 開,口 縁 ヲ左 右ニ 〓 披,

皮 下 結 締 織 ヲ廢 除,總 頸 靜 脈 ヲ露 出,豫 メ體 温 ニ

暖 メタ ル所 用量 ノKarmin液 ヲ裝 ヒ タル「ツベ ル

ク リ ン」筒 ノ1/5mm注 射 針 尖 ヲ,確 ト靜 脈ニ 刺 入,

極 メテ 緩 徐 ニ約0.4cc注 入ニ40秒 ヲ要 シ,消 毒

綿 紗 ニ テ 輕 壓,血 液 逆 流無 キ ヲ確 ム レバ,Stop

Watchヲ 壓 シ,敏 速ニ 創 口 ヲ縫 着 シテ手 術 ヲ終 リ,

海 〓 ヲ廣 キ臺 上ニ 解 キ テ症 状ニ 注視 ス.注 射 筒 ニ

氣 泡 無 キ ヲ確 メ空 氣 栓 塞 ヲ禦 ギテ,注 射 ヲ緩 徐 ニ

行 フ時,其 ノ施 術 中海 〓 を 身 紅 色 ヲ呈 シ殊ニ 瞼 縁,

口圍 著 明ニ 染 色 ス.注 射 ヲ終 レバ 多 ク ノ海 〓 ハ 全

身 強 直 シ,腹 壁緊 張 スル モ直 チ ニ恢 復 ス.斯 ク テ

全 身着 色 シ ツ ツモ,元 氣 恢 復 ス ル ヲ俟 チ テ,各 種

ノ方 法ニ 依 ル發症 注 射 ハ 他 側 頸靜 脈 ニ於 テ之 ヲ行

フ.

第4節 標 本 作 製:發 症 注射 ニ依 リテShock-

todヲ 爲 ス者 ハ其 ノ儘,斃 死 ヲ免 カ レ タル ハ所 要

時 間 超 過 ノ後,約1.0ccノ 空 氣 栓 塞ニ 依 リテ殺 戮

シ,死 屍 ハ數 刻 氷室ニ 仰 臥,凝 血 完 戌 ヲ俟 チ テ解

體,各 臟 器 ノ 出入血 管 ヲ結 紮 後 剔 出,肉 眼 的所 見

ヲ記録 後,市 販Formalin 4倍 液 ニ固 定,1, 2日 ヲ

經 テ臟 器 ノ常 ニ一 定 場所 ヲ,適 當 ノ大 サ ニ切 出 シ,
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凍 結 切 片40-60μ 厚 ニ薄 切,Hamatoxylinヲ 以

テKarminニ 對 比 染 色 ヲ施 シ,中 性Balsamニ 水

ヲ避 ケ テ封 入 鏡 檢 ヲ繰 返 セ リ.

第3章 實 驗 成 績

第1節 對 照 實 驗:余 ハ過 敏症Shockニ 際 シ

テ血 管 透 過 性 亢 進ニ 基 キ出血 又 浮腫 液 浸 出 ト共 ニ

Lithion-Karmin液 ヲ滲 出 セ シ メ得 ベ キ カ ヲ實 驗

セ ン トヘル ニ當 リ,發 症 注 射 ヲ行 ハ ザ ルKarmin

液 ノ注 入 ノ ミノ場 合 及 ビ發症 注 射 ニ代 フル ニ生 理

的 食 鹽 水,或 ハ 馬血 清 ヲ以 テ スル場 合 ノ對 照實 驗

ヲ必 要 トシ,第1表 ノ成 績 ヲ檢 索 セ リ.

第1表 對 照 實 驗 海 〓 症 状

何 レモKarmin注 射 直後 腹 部 ヲ緊 滿 セ シ メ,全

身強 直 スル カ ノ状 ヲ爲 スモ,間 モ無 ク恢 復 セ リ.

頸靜 脈 注射 針 創 ロハ輕 壓 ス レバ 容 易ニ 止血 シ得,

剖 檢 スル ニ 肺臟 ハ收 縮 状 ニ シ テ心 臟 ハ露 出 セ リ.

第1項 Karmin注 射ニ 依 ル 臟 器.M. Nr. 276,

M. Nr. 277何 レモ肺 外 觀,着 色斑 紋 状 ニ シテ,

白 色 不 染 色部 ト相 交 錯 セ リ.

M. Nr. 276 (2M.殺 戮) 肺:概 ネ病 的 變 化

ヲ認 メズ,小 血 管 及 ビ 毛 細 血 管 内 ハ 分 子 大 ナ ル

Karminヲ 充 塞,樹 枝 状 ヲ呈 シ,末 端ニ 至 レバ

Karminノ 充 塞 ハ 頓ニ 微 弱 トナ ル ノ傾 向 ア リ.斯

ルKarmin充 塞 血 管 ハ普 遍 的 ナ ラズ,各 所ニ 散

在 スル ガ故ニ,標 本 ハ 一見 斑 紋 状 ヲ呈 ス,肺 組織

ハ 空 氣 ヲ含 ミ,肺 胞 壁 ハ網 状 ヲ呈 セ ル モ,擴 開 シ

テ氣 腫 状 所 見 ヲ呈 スル コ トナ シ.強 擴 大 ヲ以 テ 染

色 部 ヲ見 ル ニ,肺 胞 壁 ノ緊 張 中等 度 ニ シ テ,胞 壁

ハ 一 般ニ 甚 シク 厚 カ ラズ,毛 細 管 ハKarminヲ 充

塞 蛇 行 スル モ,充 塞 ノ度 ハ 充分 ナ ラズ,唯 其 ノ樹

幹ニ 相 當 スル 稍 々大 ナ ル 肺 血管 枝 ハ,Karminノ

充 塞 著 シ ク,無 數 ノ毛 細 管 ハ 之 ヨ リ分岐 蛇 行 シ テ

細 網 状 ヲ爲 セ リ.斯 ル所 見 ハ 一 般ニ 美麗ニ シ テ,

而 モ血 管 周 圍 ハ鬆 疎 ニ擴 開 スル ロ トナ ク浮 腫 液 ヲ

滲 出セ シ ムル ノ所 見 無 ク,從 テ 此部ニKarmin色

素 ヲ認 ムル所 見 ナ シ.肝:肝 小 葉 像 ハ判 明ニ シ

テ,其 ノ周 邊 部 毛 細 管 中,分 子 大 ナルKarminヲ

充塞 スル モ,Glisson鞘 ハ鬆 疎 ナ ラズ又 浮 腫 液 ヲ

認 メズ,Karminヲ 流 滲 出 セ シ メズ.細 胞 索間 毛

細 管 ニ充 血 ヲ見 ズ 又Karminノ 鬱 積 ヲ認 メズ.

腎:小 葉 間 血 管 漂 ビ絲 毬 體 毛 細 管 ニKarmin充

塞 ヲ認 ムル モ,弓 状血 管 ノ周 圍ニKarminヲ 透 過

スル ガ如 キ所 見 ナ シ.心:血 管 内ニ 黄 色 ヲ呈 シ

着 色 セ ザ ル血 球 ヲ盈 ス者 ア リ,實 質 間 ノ血 管,毛

細笛ニ 濃 厚Karmin充 塞 スル者 點 在 スル モ,血 管

周 圍ニ 之 ヲ認 メズ.脾:膿 胞 像 明 瞭,血 管擴 開

セ ズ,未 ダKarminヲ 容 レタ ル所 見 無 シ.

M. Nr. 277 (5M.殺 戮) 肺:一 般所 見 ハ 前

者ニ 等 シ ク,Karminハ 主 トシ テ毛 細 管 内ニ 存 ス

ル コ ト前 者 ヨ リモ 高度 ナ レ ドモ,各 所 ニ普 遍 シ,
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樹 枝 状 所 見 ハ 却 ツ テ美 麗 ナ ラズ,血 管外ニKarmin

染 色 ヲ認 ム ル コ ト無 シ.肝:中 心 靜 脈 及 ビ其 ノ

周 圍 ニ放 線 状 ニ,黄 色血 球 ヲ稍 々充 盈 スル 毛細 管

走 行 スル ヲ認 ム.小 葉 周 邊 部ニ,Karminハ 濃 厚

ニ毛 細 管 内ニ 點 在 ス.Glisson鞘 ニKarminノ

稍 々淡 キ着 色 ヲ見 ル コ トア ル モ,甚 シ ク輕 微 ナ リ.

腎:Karminハ 葉 間 血 管 及 ビ絲 毬 體 内ニ 認 メ ラ

ル ル モ,弓 状 血 管 ヲ充 塞 セ ズ,唯 血 管 周圍ニ 少 許

ノ存 在 ヲ見 ル コ トアル モ 甚 ダ微 量 ナ リ.心:大

ナ ル血 管 内ハKarminニ 淡 染 セ ル血 漿 ヲ見,又

小 血 管 内 ニハ濃 厚Karminヲ 見 ル モ,血 管 周 圍 ニ

異 状 無 シ.脾:臚 胞 周 邊 部 ニ濃 厚 ナルKarmin

ヲ認 ムル コ トアル モ大 ナル 血管 内 ニハ之 ヲ充 サ ズ.

第2項 食 鹽 水 注 射ニ 依 ル臟 器.生 體 染 色 後,

徴 温生 理 的食 鹽 水 ヲ注 射 シ,早 期ニ 殺 戮 シ テ剖 檢

スル ニ,肺 外 見 ハ 第1項 ト等 シ ク,Karminハ 平

等ニ 分 布 セズ シテ斑 紋 状 ヲ爲 シ,其 ノ他 ノ臟 器 モ

亦 染 着 高 度 ナ リ.

M. Nr. 278 (3M.殺 戮) 肺:血 管 及 ビ氣管

支 腔 狹 少 スル ノ所 見 無 ク,肺 胞 壁 擴 開 セズ.胞 壁

毛 細 管 内,濃 厚Karmin點 在 スル部 ト,然 ラザ ル

部 ト交錯 一見 斑 紋 状 ヲ呈 ス.血 管周 圍 ノ結 締 織 ハ

稍 々淡 明 ニ着 色 スル コ トアル モ,浮 腫 状ニ 四邊 ヲ

擴 開 シ,又 濃 厚 分 子 トシ テ ノKarminヲ 認 メズ.

肝:中 心 靜 脈 及 ビ小 葉 中 央 部 毛細 管 内ハ,染 着

セ ザ ル血 球 ヲ容 ル ル モ,擴 開 ハ 高度 ナ ラズ,小 葉

周邊 部 毛 細 管 内 ニハ,濃 厚Karmin存 在ゼ リ.

Glisson鞘 ハ 浮腫 状 ナ ラズ,又 茲ニKarminヲ 認

メズ.腎:Karminノ 存 在 ハ 僅 少 ニシ テ,葉 間 血

管 及 ビ絲 毬 體 内ニ 濃 厚 ナ ル者 ヲ認 メ,髓 質 モ亦 淡

明ニ 染着 セ ル モ,血 管 周 圍ニ 浮 腫 液又 ハKarmin

ヲ認 メズ.心:中 等 大 ノ血 管 及 ビ筋 間 毛細 管 ニ,

濃 厚Karminヲ 充塞 シ,中 等 大 血管 内ニ 血 漿 ト混

在 シテKarminヲ 見 ル コ トアル モ,血 管 外ニ 滲 出

スル ヲ見 ズ.脾:血 管 内ニKarminヲ 見 ザ ル モ,

唯 臚 胞ニ 於 テ其 ノPinserarterienニ 濃 厚Karmin

ヲ充塞セ リ.臚 胞,脾 竇 ニ異状無 シ.

M. Nr. 279 (3M.殺 戮) 肺:前 者 ノ所 見 ニ

等 シ ク斑 紋 状 ヲ爲 シ,樹 枝 状 ニ充 塞 セ リ.肺 胞 擴

開 セ ズ,氣 腫 ヲ呈 セ ズ,血 管 周圍ニ,稍 々浮 腫 状

部 ア リ,茲ニ 少 許 ノKarminヲ 見 ル コ トアル モ極

メテ輕 度 ナ リ.肝:中 心靜 脈 及 ビ小 葉 中 央 毛細

管 内 ニハ,猶 ホ黄 色 ヲ呈 スル血 球 ヲ容 ル ル モ,周

邊 部毛 細 管 ニ ハ 濃 厚 分 子 ノKarmin美 麗ニ 充 塞

排 列 セ リ,Glisson鞘 ハ 浮 腫 ヲ呈 セ ズ,Karmin

ヲ容 レズ.腎:絲 毬 體 毛細 管ニ 濃 厚Karminヲ

容 ル ル モ,其 ノ他 ノ血 管 内ニ 之 ヲ見 ル コ ト無 ク,

血 管 周 圍 ニ浮 腫 ヲ見 ズ.心:小 血 管及 ビ筋 間 毛

細 管 ハ 美 麗 ナ ルKarminヲ 充 塞 シ タル モ,血 管 周

圍ニ 流 出 セ ズ.脾:臚 胞 周邊 部 及 ビ其 ノ他 ノ部

分 ニKarminヲ 見 ル モ血 管 周 圍ニ 見 ル コ ト無 シ.

第3項 馬血 清 注 射ニ 依 ル臟 器:余 ハ 能働 性

又 被 働 性 過敏 症 實 驗ニ 於 ケル ト同 用量 ノ馬 血 清 ヲ

使 用 シテ,臟 器 染 着 ヲ檢 索 セ リ.馬 血 清 ハ新 鮮 採

取 後1兩 日 ヲ經,毒 性 ヲ減 弱 セ シ メ,更 ニ使 用 ニ

際 シ テ非 働 性 トナ セ リ.剖 檢 上肺 ハ斑 紋 状ニ 着 色

シ,其 ノ他 ノ臟 器 モ美 麗 ニ染 着 セ リ.

M. Nr. 280 (2M.殺 戮) 肺:弱 擴 大 ニテ毛

細 管 ハ所 々Karminヲ 容 ルル ア リ,然 ラザ ル ア リ

テ一 見斑 紋 状 ヲ呈 ス,血 管 内ニKarminヲ 容 ル ル

者 ア リ,其 ノ周 圍ニ 稍 々淡 染 スル者 ア レ ドモ,著

明 ノ浮 腫 ヲ呈 セ ズ,從 テ 此部 ニ濃 厚Karminヲ

存 在 ゼ シ メズ,氣 管 支 腔 狹 小 セ ズ,肺 胞 壁 擴 開 セ

ズ,血 管 周 圍ニ 出 血 ヲ見 ズ.

M. Nr. 281 (3M.殺 戮) 肺:一 般 的所 見 ハ

前 者 ト等 シ ク,茲 ニモ血 管 周圍 結 締 織稍 々 淡染 ス

ル モ,浮 腫 状 ナ ラズ,Karminヲ 滲 出 セ シ メ ズ,

血 管 周 圍ニ 出血 ヲ見 ズ.肝:小 葉 周 邊 部 毛細 管

内Karminヲ 存 シ,Glisson鞘 ノ血 管 ハ 充盈 セ

ズ,血 管 周 圍 ニ浮 腫 又Karminヲ 認 メズ.腎:

絲 毬 體 又 葉 間血 管 内ニKarminヲ 認 ムル モ,其 ノ

他ニ 異状 ナ シ.心:大 血 管 内血 漿 ト共ニ,毛 細

管 内濃 厚Karminノ 儘 存 在 スル モ,血 管 周 圍 ニ

ハ コ レ ヲ認 メズ.脾:Pinserarterien内ニ 於 テ
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Karminヲ 認 ム ル モ其 ノ他 ニ著變 ナ シ.

M. Nr. 283 (5M.殺 戮)肺:毛 細 管 内濃 厚

Karminハ 樹 枝 状 ヲ呈 シ,肝:前 者ニ 等 シ ク,

腎:弓 状 血 管 内ニ 淡 明 ナ ル 染着 ヲ見 ル モ,血 管 外

ニ滲 出 ヲ見 ズ.脾:臚 胞 周 圍ニ 濃 厚 分 子Karmin

ヲ見 ル モ其 ノ他 異 状 無 シ.

第4項 小 括: 以 上 對 照 實 驗 群 ハ何 レモ 同

樣 ニ シ テ,體 重100g海 〓ニ 就 キ10% Lithion-

Karmin 0.15ccヲ 頸 靜 脈 内ニ 注 射 セバ,腹 部 及

ビ 四肢 ヲ緊 張 セ シ ム ルモ 直 チ ニ恢 復 シ,注 射 操 作

ノ半 バ ニ シ テ著 シ キ紅 色 ヲ呈 シ,氷 室ニ 死 屍 ヲ靜

置,凝 血 完 成 ヲ俟 テ バ,染 着 愈 々顯著 ナ リ,剖 檢

スル ニ各臟 器 ハ美 麗ニ 紅 變 シ,肺 臟 ハ何 レモ膨 脹

スル コ ト無 キモ,外 觀 斑 紋 状 ニ着 色 セ ル部 ト然 ラ

ザ ル 部 ト交 錯 スル コ トCohnheim以 來 ノ記 載 ニ

一 致 シ
,鏡 檢 スル ニ小血 管 及 ビ毛 細 管 内 ニハ,分

子 大 ナ ルKarminヲ 充 塞 シテ 樹枝 状 ヲ呈 シ,樹

枝 ノ末 端 ハ 頓 ニ微 弱 トナ ル ノ傾 向 ア リ,肺 組 織 ハ

空 氣 ヲ含 ミ,肺 胞 壁 ハ 網 状 ヲ呈 スル モ,著 シ ク擴

大 シ又 氣 腫 状 ヲ呈 スル コ ト無 シ,強 擴 大ニ 於 テ樹

幹 ヲナセ ル大 血 管 枝 ハKarmin充 塞 著 明 ナ ル モ,

之 等 ノ血 管 周 圍ニ 浮 腫 液 又 ハKanminノ 流 出 ヲ

見 ズ,唯 々Nr. 278, Nr. 279ニ 於 テ血 管 周 圍結 締

織ニ 稍 々淡 明 ナ ル染 着 ヲ見 ル コ トアル モ,浮 腫 液

ヲ充 シ又Karminヲ 容 レテ周 團 ニ擴 開 セ ル ガ如

キ所見 ニハ 非 ズ.肝 臟 内Karminノ 存 在 ハ普 遍

的 ナ ラ ズ,中 心 靜 脈 又小 葉 中央 部 毛 細 管 ハ.猶 ホ

黄 色 ヲ呈 スル血球 ヲ盈 ス コ トア リ,小 葉 周 邊 部 毛

細 管 ハ一 般ニ 美 麗ニ 濃 厚Karminヲ 容 レタ リ,

Glisson鞘ニ 於 テ 一般ニ 血 管 周 圍 ハ浮 腫 状ニ 非 ズ,

又Karminヲ 存 在 セ シム ル コ ト無 シ.多 數 ノ腎 臟

ニ於 テ ハ,小 葉 間血 管 及 ビ絲 毬 體毛 細 管 内ニ 濃 厚

Karminヲ 見 ル モ,其 ノ他ニ 於 テハ 之 ヲ見 ズ,唯

Nr. 277ニ 於 テ弓 状 血管 周 圍ニ 淡 明ナ ルKarmin

色 ヲ見 ル コ トア ルモ甚 輕微 ナ リ.心 臟ニ 於 テ ハ大

ナ ル血 管 及 ビ筋 間 毛 細 管 内ニKarminヲ 見 ル モ,

血 管 周 圍ニ 異 状 無 ク,脾 臟ニ 於 テ ハ 唯Pinserar-

terienニ 濃 厚Karminヲ 見 ル コ トアル ノ ミ.之 等

ノ臟 器ニ 於 テハ 余 ノ實 驗 セ ル短 時 間 内ニKarmin

ノ普 遍 的ニ 容 存 スル ユ ト甚 ダ 少 ク,巳ニ 小 又 中等

大 血 管 内ニ 於 テ シ テ モ認 メ得 ザ ルコ ト多 シ.而 シ

テ 血 管 周 圍組 織 ハ鬆 疎 移 開 シ又 浮 腫 液 ヲ滲 出 セ シ

ム ル コ ト無 ク,一 般ニ 過 敏 症 臟 器 變 化 トハ 自 ラ異

ル 者 ア リ.

第2節 能 働 性過 敏 症 臟 器:余 ハ 馬血 清 ヲ抗

元 トスル能 働 性 過敏 症 ヲ海〓 及 ビ家 兎 ニ發 症 セ シ

メ臟 器 ノ生 體 染 色状 況 ヲ檢 索 セ リ.

第1項 能 働 性 過 敏 症海 〓 臟 器.余 ハ 馬血 清 ヲ

以 テ スル海 〓 能 働 性 過敏 症 ノ確 實 發症 豫 備 實 驗 ヲ

必 要 トセ ル ガ詳 細 ハ 別 編 詳 記 ノ如 ク,新 鮮 ナル 馬

血 清0.5ccヲ 海 〓 胸 部 皮 下 ニ感 作 注 射 ヲ行 ヒ,潜

伏 期2週 日 ヲ經 テ再 注 射 ヲ行 ヘ リ.再 注射 量ニ 關

シテ ハ從 來,Moro22), Pfeiffer23)等 ノ指 示 スル所

ナル モ,爾 來 諸 家 ノ發 症 成 績 區 々 トシテ 一致 セザ

ル ハ,猶 ホ 再 注射 量 ノ發症 條 件ニ 適 合 セ ザ ル ニ依

ル者 ニ シ テ,實ニ 吾 緒 方 教 授 法24)ニ 藉 リテ結 合 帶

ヲ基 準 ト スル時 容 易ニ 解 決 サ ル ベ キ ニ シテ,吾 教

室 杉 本25),湊26)其 ノ他 ノ報 告 ア リ,余 モ亦之ニ 準

ジ多數 ノ豫 備 實 驗ニ 依 リ確 實 ナ ル發 症 注 射 量 ヲ決

定 セ リ.即 チ受 感 作 海 〓 ノ潜 伏期2週 日 ノ,一 部

採 血,流 血 中沈 降 反 應 ヲ稀 釋 法 ニ藉 リテ檢 査 シ,

其 ノ結 合帶 ヲ計 測 ス.生 體 ニ抗 元 ヲ再 注 射 スル ニ

該 試驗 管 内反 應 成 績 ニ一 致 シテ,結 合 帶ニ 相 當 ス

ル稀 釋 抗 元量ニ 於 テ,最 モ良 ク結 合 スル ノ理 ナ ル

ヲ以 テ,海 〓 體 重 ノ1/13ヲ 推定 血 量 トシ,之 ニ依

リテ稀 釋 サ ル ル抗 元 量 ハ 則 チ 結 合帶 相當 量 ナ リ.

例 之 流 血 中 稀 釋沈 降反 應 ノIn vitroノ 結 合 帶 ヲ

1:100ト スル時,推 定血 量 ノ1/100ヲIn vivoノ

結 合帶 相 當 量 ト決定 シ,當 該 量 ハ 生 體 内 ニテ最 モ

結 合 シ易 キ基 準 タ リ得 ベ キ コ ト.In vitroノ 反應

ニ一 致 ス可 キ ナ リ.余 ハ結 合 體 相 當 量 ノ1/5以 上

量 ノ再 注射 ニ依 リShocktodヲ 來 シ,以 下ニ 於 テ

Shocktodヲ 免 カ レシ メ得 タ リ.潜 伏2週 日後,海 〓

流 血 中沈 降素 量2, 3ノ 例 ヲ示 サ ンニ第2表 ノ如 シ.
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第2表 能働性過 敏海〓 流血 中沈降反應

即 チ 余 ハ 同時 ニ同樣 感 作 ヲ行 ヒ,潜 伏 期 間 ヲ等

シ クセ ル 多 數 ノ 他 ノ海 〓ニ 於 テ,發 症 注 射前,

Lithion-Karmin注 射ニ 依 リ生 體 染 色 ヲ行 ヒ,豫

備 實驗 ト全 ク同 樣 ナ ル 手 技 ヲ 以 テ發 症 注射 ヲ行

ヒ,第3表 ノ如 ク確 實 ナ ル 特 有 ノ症 状 ヲ發 シ テ

Shocktodヲ 惹 起 セ シ メ得 タル 者ニ 就 テ組 織 學 的

檢 索 ヲ行 ヘ リ.

第3表 馬 血清能 働性過敏症海〓 症状

再 注 射 後 殊ニ 著 明 ナ ル 呼吸 困難 ヲナ シ,痙 攣 ヲ

爲 シ テ10'-19'後 斃 死 セ ルハ,Karmin注 射 後總

計17'-27'ニ 相 當 スル者 ニ シ テ,剖 檢 スル ニ肺 及

ビ他臟 器 ハ 著 明ニ 着 色 シ,就 中肺 着 色 ノ状 ハ斑 紋

状 ヲ爲 サズ 普 遍 的 ナ リ.M. Nr. 262以 降 ハ注 射 直

後 斃 死 セ ル モ肺 膨 脹顯 著 ニ シ テ,外 觀 染着 ハ 斑 紋

状 ヲ爲 サ ズ普 遍 的 ナ ルヲ ト對 照 例 ト異 ナ リ.色 素

ハ 全面ニ 蔓 延 セル ノ所 見 ナ リ.之 等 多數 剖 檢 例 中

2, 3ノ 鏡 檢 所 見 ヲ略 記 セ ンニ,

M. Nr. 291 (14M.斃 死) 肺:肺 胞氣 腫 状 ニ

伸 展 擴 開 シ,胞 壁 毛 細 管 ニハ,濃 厚 ナルKarmin

ヌ充 塞 シ,動 脈 壁 ハ 肥 厚 シ,内 歴 狹小,其 ノ血 管

周 圍 ニハ濃 厚 ナルKarminヲ 混 在セ シ ムル浮 腫

状 物 ヲ認 ムル モ 甚 シク 高度 ニハ 非 ズ(Fig. 4)

肝:靜 脹 及 ビ毛細 管 ハ甚 シ ク 高度 ニ擴 開 シ,就

中 中心 靜 脈ニ 於 テハ 猶 ホ黄 色 ヲ呈 スル 血球 ノ周 圍

ニ淡紅 ナ ルKarminヲ 認 ム,細 胞 索 間毛 細 管 ハ

濃 厚Karminヲ 充 塞 シ,Glisson鞘 モ血 管 周 圍 ニ

浮 腫 ヲ認 メラ レ,濃 厚 ナ ルKarmin液 ヲ浸 出 セ リ.

腎:小 葉 間 血 管 及 ビ絲 毬 體 ノ充 血 ハ 甚 ダ高度 ニ

シ テ,爲ニ 絲 毬 體 ハBowmapn氏 嚢 腔 ヲ滿 シ茲 ニ

Karminヲ 存 在 セ シム,小 葉 間 毛 細 管 亦Karmin

ヲ容 レ,弖状 血 管 周 圍 ニハKarminヲ 浸 出セ シ ム

ル所 見 多 シ.心:多 ク ノ血 管 ハ擴 開 シ,筋 間血
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管 ニKarminヲ 容 レタ ル モ,血 管 周 圍ニ 流 出 ヲ

見 ズ,脾:臚 胞 減 退,脾 竇 擴 開,血 管 擴 大 シ テ

血 球 ヲ盈 ス者 多 ケル ドモ,濃 厚Karminヲ 充 ス者

ナ シ.

M. Nr. 292 (10M.斃 死)肺:一 般 的 所 見

ハ前 者 ニ等 シ ク動 脈 内腔 ハ 狹 小 セ リ.毛 細 管 内

Karminハ 所 々濃 厚 分 子 トシテ存 在 シ,血 管 周 圍

ニ浮 腫 ヲ見,茲 ニ濃 厚 ナ ルKarminヲ 容 ル ル コ

ト多 ク,此 際血 管 内 ニ モ濃 厚Karminラ 容 レタ

ル 所 見 ア リ.

M. Nr. 293 (19M.斃 死) 肺:毛 細 管 及 ビ

大 ナル 血 管 ニKarminヲ 充 塞 ス ル コ ト少 ク,血 管

周 圍 ノ浮 腫 亦僅 少 ナ リ,唯 大 ナル 氣 管支 及 ビ動 脈

周 圍 ニハKarminニ 染 色 セル 浮腫 液 ラ存 在 セ シ

ム,本 例 ハKarmin注 射 後 經 過 時 間 久 シ キ ニ依

リ肺 血 管 内 ヨ リ消失ニ 近 ヅ キ ツ ツア ル ニ因 ル者 ナ

ラ ン.肝:細 胞 索間 及 ビGlisson鞘 血 管 周 圍 ニ

Karminヲ 充 塞 シ,中 心 靜 脈 及 ビ中 央帶 毛 細 管 ハ

放 線 状ニ 充 血 シ,黄 色 ヲ呈 セ ル 血球 ヲ存 ス.腎:

絲 毬 體 ハ 血 液ニ 富 ミテ増 大 シ,Karminヲ 充 塞 セ

リ,小 葉 間血 管 及 ビ其 ノ周 圍 ニKarminヲ 流 出 セ

シ ムル所 見 ア リ.心:血 管 ハ 充盈 擴 開 シ,血 管

周 圍 ハ浮 腫 状ニ 鬆 疎 ナ ル所 見 ヲ呈 ス ル モ,Karmin

ヲ存 セ ズ.脾:臚 胞 稍 々減 退 シ,脾 竇 ノ擴 開 ハ 甚

ダ著 明 ニ シ テ,多 量 ノ血 球 ヲ容 レタル モKarmin

ヲ攝 取 セル ノ視 野ニ 接 セ ズ.

M. Nr. 262 (10M.殺 戮) 肺:著 色斑 紋 状

ニ シ テ,毛 細 管 内ニ 濃 厚 ナ ルKarminヲ 充 シテ

樹 枝 状 ヲ呈 シ,血 管周 圍 ノ結 締 織 ハ 鬆 疎 ニ シテ,

甚 シ ク厚 經 ヲ加 ヘ,Karminニ 淡 染 セ ル 物 質 ヲ存

ス.肝:概 ネ前者ニ 等 シキ モ,濃 厚 ナルKarmin

ハ 小 葉 周 邊 部ニ 多 ク,Glisson鞘 血 管 周 圍 ハ鬆 疎

浮 腫 状 ナル モ,Karminヲ 存 ス ル コ ト少 ナ シ.

腎:弓 状 動 脈 周 圍ニ 浮 腫 液 ヲ存 シ,Karminニ

濃 染 セ リ,絲 毬 體 毛 細 管 亦濃 厚Karminヲ 容 ル.

心:毛 細 管 内濃 厚 色素 ヲ見 ル モ,中 等 大血 管 ニ

ハ 之 ヲ認 メズ,黄 色血 球 ノ ミ ヲ容 レタ リ,血 管 周

圍ニ 濃 染 セ ル 浮腫 ヲ認 ム ル ア リ,Karminニ ハ

染 着 セザ ル血 球 ヲ出血 セ シ ムル 視 野 ア リ.脾:

Pinserarterienニ 濃 厚Karminヲ 見 ル モ其 ノ他

ニ著 變 ナ シ.

M. Nr. 263(直 後 斃 死) 肺 臟 ハ 氣腫 状 ニ シテ,

胞 壁擴 開,Karminハ 普 遍 的ニ 存 在 シ,中 等 度 ニ

染着 セ ル血 管 周 圍 浮 腫 ヲ認 ム.

M. Nr. 264(直 後 斃 死) 肺:著 明 ナ ル氣 腫

状,弱 擴 大 ニ テ ハKarminハ 毛 細 管 ヲ樹 枝 状ニ 充

塞,斑 紋 状 ヲ呈 ス,血 管 周 圍 ハ浮 腫 ハ 極 メ テ顯 著

ニ シテKarminニ 普 遍 的ニ 染 色 シ
,猶 ホ濃 厚 分子

ノ儘 ノKarminヲ モ認 メ ラル.肝:充 血 著 明

ニ シテ,毛 細 管 亦 充 盈 セ リ,小 葉 周 邊 部 ノ毛 細 血

管 及 ビ中心 靜 脈 ニ テ濃 厚Karminヲ 見,Glisson

鞘 血 管 周 圍 ノ浮 腫 願 著 ニ シテ,Karminニ 淡染 シ

美 麗 ナル放 線 状 排 列 ヲ爲 セ リ(Fig. 5)此 際 小葉

像 ハ何 レモ構 造 明 瞭 ニ シテ健 全 ニ近 シ.腎:絲

毬 體 及 ビ小 葉 間血 管 ニKarminヲ 容 レ,弓 状 動脈

周 圍 ニ於 テ モ普 遍 的ニKarminヲ 流 出 セ シ メ タ

ル 美 麗所 見 ヲ呈 ス.心:表 面 ノ血 管 就 中 動脈 周

圍ニKarminニ 染 色 セル 浮腫 液 ヲ見 ル コ トア リ,

筋 間血 管 ニ ハ何 レモ濃 厚Karminヲ 認 ム.脾:充

盈 擴 開 セ ル血 管 内 ノ血球 ハ黄 色 ヲ呈 シ,Karmin

色素 ヲ認 ムル コ トナ シ.

M. Nr. 265 (1M.斃 死) 肺 ハ 氣 腫 著 明 ニ シ テ

血 管 ヨ リ血 液 流 出 スル ノ状 ヲ認 メ同時ニKarmin

ニ染 色 セル 浮 腫 液 ヲ認 ム ル コ トア リ.

以 上 小 括,對 照 實驗 例 ト異 リ,肺 外觀,染 色 ハ

斑 紋 状 ヲ爲 サズ シテ普 遍 的 ナル コ ト多 ク,鏡 檢 上,

氣腫 状 ニ伸 展 擴 開 セ ル肺 胞 壁 ニ於 ケ ル毛 細 血 管 ハ

Karminヲ 充 塞 シテ,樹 枝 状 ヲ呈 シ,肝 細 胞 索 間

毛 細 管 ハ殊ニ 小 葉 周 邊 部ニKarminヲ 充塞 シ,腎

臟 ハ 小 葉 間血 管 及 ビ絲 毬體 毛 細 管ニ 濃 厚Karmin

ヲ存 シ,脾 臟 ハ多 クPinserarterienニ コ レヲ認

ム,厚 經 ヲ加 ヘ 内腔 狹 小 收縮 状 ヲ爲 セ ル肺 動 脈,

Glisson鞘 ノ肝 動脈,腎 弓状 動 脈,時ニ 其 ノ葉 間

血 管 等 ノ周 圍 ニ浮 腫 液 ノ浸 出 ヲ見 ル コ ト多 ク此 際
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Karminハ 之 ヲ淡明ニ 染着セ リ,時ニ 血 管周圍 ニ

濃厚分子 トシテノKarminヲ 認 ムル コ トア リ.

第2項 能 働性過敏症 家兎臟器.余 ハ體重1.5kg

内外健康家兎 ノ,健 康ニ 注意 シツツ非働性馬血清

ヲ以 テ3-4日 間隔 ニ,感 作注射3-4囘 後,潜 伏

期2週 日 ヲ經 テ,流 血中沈 降反應 ヲ緒方氏法 ヲ以

テ檢査 其 ノ結合帶 相當量 ノ抗元 ヲ再注射 シテ,

家兎能働性過敏症 ヲ發症 セ シ ムル前,豫 メ10%

Lithion-Karminヲ 耳靜 脈内ニ 注 入 シ テ生體染

色 ヲ 施 セ リ.家 兎 ノ耳 靜 脈 内注 射ニ 依 ル10%

Lithion-Karminノ 最 適 量 ハ 體 重1kgニ 對 シテ

4.0-5.0ccナ ル ハ豫 備 實驗 ニ於 テ確 カ メ得 タル所

ニ シ テ,曩 ニ戸 山 ノ報 告 セ ル適 量 エ一 致 セ リ.即

チ斯 クテLithion-Karmin注 射 後,全 身 殊 ニ眼球

結 膜,鼻 尖,全 皮 面 染 着 充 分 ニ シテ,元 氣 消 沈 セ

ザ ル ヲ確 カ メタル 後,結 合 帶 相 當量 ノ馬血 清 ヲ耳

靜 脈ニ 注 射 セ バ,幾 何 モ無 ク呼 吸 逼 迫 シ,脱 尿 シ,

下 痢 便 ヲ排 シテShock症 状 明 カ ナ リ.然 レ ドモ

海 〓 トハ 異 リ痙 攣 ヲ發 シテ斃 死ニ 至 ラザ リシハ 余

ノ曩 ノ別 編 實驗ニ 於 テ モ認 メシ所 ナ リ.發 症 後 約

10分 ヲ隔 テ テ約2.0ccノ 空氣 ヲ以 テ栓 塞致 死,仰

臥,氷 室ニ 靜 置,海 〓ニ 準 ジテ解 體 セ リ,余 ハ別

ニ3例 ニ就 テ同 樣條 件 ヲ具 シ,家 兎ニ 於 ケル對 照

箕 驗 ヲ行 ヘ ル モ,過 敏 症 ト誤 謬 スベ キ症 状 ヲ來 サ

ザ リシモ,鏡 檢 所 見 ヲ比 較 セ ン タ メ之 ヲ解 體 セ リ.

K. Nr. 93 (10M.殺 戮) 體 重1620g 〓 沈 降

素 便U.氏 法1:50000緒 方 氏法,結 合帶1:100

稀 釋 沈 降 素 價1:100,推 定 血 量124.6cc結 合 帶 相

當 量1.24ccノ 馬血 清 ヲ注 射 後,直 チ ニ呼吸 逼迫,

脱 尿 尿 ヲ發 セ リ.巳ニ 全 身 紅 變 顯 著 ナ リ.發 症 注

射 後10分 ニ シ テ殺 戮,肺 臟:大 概 普遍 的ニ 紅 變

シ テ美 麗 ノ像 ヲ爲 スモ,戸 山12)ガ 生理 的 家兎ニ 見

タ ル ガ如 ク,斑 紋 状ニ 着 色 セズ,鏡 檢 スル ニ氣 腫

ハ 著 シ カ ラ ズ,肺 胞 壁 毛 細 血 管 ハ樹 枝 状ニ 濃 厚

Karminヲ 充塞 スル者 ト,然 ラザル モ ノ ト交錯 セ

リ.血 管 ハ 亦Karminヲ 充塞 スル者 多 ク,殊 ニ

大 ナル 血 管 ハKarminト 共 ニ血球 混在 セ リ,血 管

外 膜 ハ 稍 々鬆 疎 ニ シ テ,淡 染 シ,血 管 周 圍 ニハ

Karminニ 染 色 セ ル 輕度 ノ浮 腫 液 ヲ認 ム.肝:中

心靜 脈 ハ擴 開 スル モ血 液 ヲ盈 サ ズ,肝 細 胞 索 間 毛

細 管 ハ,血 球 ノ外 ニ濃 厚 分 子 ノKarminヲ 充 塞

シ テ美 麗 ノ像 ヲ呈 シ,已ニ 星 芒細 胞 ニ攝 喰 サ レタ

ルKarminヲ モ認 ム,間 質 ニ於 テハKarminニ

淡 染 セル 血 管 周 圍 ノ浮 腫 ヲ見 プル.腎:絲 毬 體

及 ビ小 葉 間 血 管 ハ多 クKarminヲ 充 シ美 麗 ノ像

ヲ呈 シ,髓 質ニ 於 テ亦 放 線 状 排 列 充 塞 セ ル ヲ見 ラ

ル,Karminハ 概 ネ小 粒 子 状 ニ凝 塊 セ リ.血 管 周

圍 ノ浮 腫 ハ 著 シ カ ラズ.心:血 管 内ハ 黄 色 ヲ呈

スル血 球 ト混 在 シテ濃 厚Karminニ 混 ゼ ル血 漿

戌分 ヲ見,血 管 周 圍ニ 亦Karmin淡 染 ノ浮腫 液

ヲ認 ム.脾:脾 竇 及 ビPinserarterienニ 濃 厚

Karminヲ 認 ム.

他 ノ剖 檢 所 見 モ大 概 之ニ 類 スル ヲ以 テ茲ニ 記 述

ヲ省 略 セ リ,而 シ テ 同樣 ノ條 件 ヲ具 シ テ對 照 實 驗

家 兎臟 器所 見 ヲ按 ズル ニ,K. Nr. 92 (10M.殺

戮)體 重1800g 〓 生 膿 染 色 ノ手 技 ヲ等 シ ク シ,

唯 發 症 注射 ニ代 フル ニ馬 血 清1.5ccヲ 用 ヒ タル モ

感 作 注 射 ヲ施 サ ザ ル ガ爲ニ 特 有 ノ症 状 ヲ來 サ ズ,

10分 後 殺戮 スル ニ,肺 染 着 ハ 前 者 ト異 ナ リ,斑 紋

状 所 見 ヲナ シ,毛 細 管 内Karminハ 樹 枝 状 ヲ呈

シ,弱 鏡 下 美 麗 ノ斑 紋 ヲ作 レ リ,血 管 内ニ 血 漿 ト

混 在 シ テKarminヲ 認 ム ル モ血 管 周 圍 ニ之 ヲ認

メズ.肝:毛 細 管 ヲ充 塞 セ ルKarminハ 放 線 状

ニ排 列 シ,Glisson鞘 血 管 内亦 多量 ノKarminハ

血球 ト共 存 スル モ,血 管 周圍 ハ鬆 疎 ニ非 ズ,浮 腫

液 又Karmin染 着 等 ヲ認 メズ(Fig. 2)腎:小

葉 間 血 管,絲 毬 燈 又 髓 質 間 毛細 血 管 ニ ハ 多 量 ノ

Karminヲ 充 塞 ス ル モ,血 管 周 圍ニ 之 ヲ見 ル コ ト

ナ シ.心:筋 間 血 管 内 ハ 暗 黒 ヲ呈 スルKarmin

ノ珊 瑚 樹 枝 状 美 麗 ノ像 ヲ認 ムル モ,血 管 外ニ 滲 出

スル者 ナ シ.脾:血 液ニ 富 ミ,脾 竇 内 ハ 血球 ト

Karminト 相 混 在 セ リ.

以 上ニ 等 シ キ他 ノ對 照 實驗 臟 器 所 見 ノ記 述 ヲ省

略 シ テ,之 等 ヲ小 括 スル ニ,過 敏 症 家 兎 臟 器ニ 在
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リテ モ,肝,肺,心,腎 ノ中等 大 血 管 ニ於 テ,其

ノ周 圍ニKarminニ 淡 染 スル浮 腫 液 ノ浸 出 ヲ認

メ,大 概 各臟 器ニ 於 ケ ルKarmin含 量 ハ 多 ク對 照

例 ニ於 テモ美麗 ノ像 ヲ得 ラル,唯 後者ニ 於 テ,肺

外見 ハ 斑 紋 状 ニ着 色 セ ル モ,過 敏 症 肺ニ 於 テハ普

遍 的 ニ瀰 蔓 セ リ.

第3節 Peptonshock海 〓 臟 器: 余 ハ10%

Lithion-Karminノ 生 體 染 色 ヲ 施 セ ル 海 〓 ニ

Peptonshockヲ 發症 セ シ メ臟 器 染 着 状 況 ヲ檢 索

セ リ.余 ハ別 編7)ニ 於 テ 海〓 體 重100gニ 對 シ テ

10% Witte Pepton液0.35cc以 上 ナル時 ハ斃 死

セ シ 〓タ ル ヲ以 テ之 ヲ標準 トセ リ.Karmin注 射

後 腹 部 緊滿 緩 解 スル ヲ待 チ テ,緩 徐 ニPepton注

射 ヲ終 レバ,特 有 ノShock症 状 ヲ發 シ,呼 吸 困 難

ヲナ スア リ,時 ニ綬 漫 呼吸 ヲナ スア リ,立 毛 シ,

靜 坐 シ,時 ニ横 臥 シ テ,重 篤 ナル ハ 斃 死 セ リ.

第4表 Peptonschock海 〓 症 状

Karminノ 生 體 染 色 ヲ施 セ ル者 ニ,Peptonヲ

注射 スル ニ海 〓 體 重100gニ 對 シ テ0.3ccヲ 以 テ

シ テ モ,多 クハ 症 状 重 篤 ニ シテ斃 死 セ リ,肺 臟 ハ

膨脹 スル モ,Karminノ 染 着 ハ斑 紋 状ニ 非 ズ シテ

普 遍 的 ナ リ,2, 3ノ 鏡 檢 所 見 ヲ見 ル ニ,

M. Nr. 322 (15M.殺 戮) 肺:稍 々氣 腫 状 ニ

擴 開 セ ル,肺 胞 壁 毛 細 管 内Karminハ 所 々散 在 セ

リ,血 管 周 圍 ニKarminヲ 認 メズ.肝:中 心靜

脈 ハ血 球 ヲ充 シ小 葉 周 邊 部 ハ毛 細 管 内Karminヲ

多 ク見 ル モ,Glisson鞘 血管 周 圍 ニ浮腫 又Karmin

ヲ認 メズ.腎:髓 質部 血 管 及 ビ弓状 血 管 ハ 擴 開

ス レ ドモ,血 管 周 圍ニKarminヲ 認 メズ,絲 毬 體

毛細 管 内濃 厚Karminヲ 充 塞 セ リ.心:血 管 ハ

高度ニ 擴 開 シテ血 球 ヲ充 シ,靜 脈 内 ニ ハ淡 染 血 漿

ヲ存 スル モ,血 管 周 圍ニ 浮 腫 液 ヲ存 セ ズ.脾:

脾竇 擴 開血 球 ニ富 ミ,濃 厚Karminハ 臚 胞 中ニ 點

在 セ リ.

M. Nr. 323 (5M.斃 死) 肺:氣 腫 ヲ認 メ,

毛 細 管 内Karmin點 在 セ リ.血 管 周 圍 ニ輕度 ノ浮

腫 ヲ見 ル コ トアル モ,Karminハ 僅微 ニ シテ一 般

ニ過敏 症 肺 ノ如 ク著 シ カ ラズ.肝:前 者 ト等 シ

ク中心 靜 脈 ハ 擴 開 シ,小葉 周 邊 部 毛 細 管ニKarmin

ヲ充塞 ス.腎:弓 状 血 管 壁 ノKarminニ 染 色 ス

ル 者2, 3認 メ ラルル モ,血 管 周圍ニ 滲 出 ヲ見 ズ.

心:脾:何 レモ前者 ト逕庭 ナ シ.

M. Nr. 271 (7M.斃 死) 肺:肺 胞 壁 ハ 氣腫

状 ニ擴 開 シ毛 細 管 内ニ 濃 厚Karminヲ 認 ム,血 管

周 圍 ニ浮 腫 ハ 甚 ダ輕 度 ニ シ テ,茲ニ 濃 厚Karmin

ヲ認 ムル コ トアル モ 甚 ダ輕 微 ナ リ.肝:前 者 ニ

等 シクGlisson鞘 ハ茲 ニ モKarminヲ 認 メズ,

浮 腫 液 ヲ存 セ ズ.腎:小 葉 間血 管,絲 毬 體 毛細

管 又 弓状 血 管ニKarminヲ 充塞 スル モ,血 管 周 圍

ニ認 ムル コ トナ シ.心:同 前.脾:脾 竇 擴 開 シ

テ,血 液 ニ富 メル モKarminハ 唯Pinserarterien

内 ニ認 ムル ノ ミ.

M. Nr. 273 (14M.斃 死) 肺:充 血 ハ 甚 ダ

高度ニ 非 ズ,血 管 周 圍 ニ 出血 又浮 腫 テ認 メ ズ,

Karminハ 毛 細 管 内美 麗ニ 斑 紋 状 ヲ爲 シ テ充 塞 ス

ル モ,血 管 周 圍 ノ浮腫 ハ甚 ダ輕 微 ニ シテKarmin

ニ著 明ナ ル所 見 ヲ得 難 シ(Fig. 6).肝:細 胞 索
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間毛 細 管 ハ何 レモ充 血 シ,Karminヲ 充 塞 スル者

多 ク,殊 ニ小 葉 周邊 部 ニ著 明 ナ リ,而 モGlisson

鞘 ニ異 状 ヲ認 メズ.腎:同 前.心:大 ナ ル 血

管 及 ビ毛細 管 内Karminヲ 充塞 セ リ.脾:臚

胞 減 退 シ,充 血 高度 ニシ テ,脾 竇 亦擴 開 スル モ,

Karminヲ 充 塞 セル 血 管 ヲ認 メズ.

以 上 小括,Karminヲ 以 テ 生體 染 色 ヲ施 ス モ

Peptonヲ 注 射 ス レバ特 有 ノ症 状 ヲ來 シ テ,斃 死

スル者 多 ク,剖 檢 スル ニ,肺 膨脹 シ,着 色ハ 又 美

麗 ナ ル モ,對 照例ニ 於 ケ ル ガ如 ク斑 紋 状 ヲ爲 ス者

ハ尠 ク.普 遍 的 ナ ル コ ト多 シ,鏡 檢 上何 レ ノ臟 器

モ毛 細 管 内 ニ濃 厚Karminヲ 盈 スモ,血 管 周圍 ノ

浮 腫 液 浸 出 ハ 輕度 ニ シ テ,又 濃 厚Karminヲ 認 ム

ル コ トアル モ極 メテ輕 度 ナ リ.唯Nr. Nr. 323,

Nr. 271肺 臟 ニ テ,血 管 周 圍 ニ浮腫 ヲ見,輕 度 ナ

ルKarmin染 着 ヲ見 タ ル モ,過 敏症 ノ如 ク高度,必

發 的 ノ所 見 ニハ 非 ザ ル ガ如 シ.之 等 ハ 余7)ガ 曩 ニ

發 表 セル實 驗成 績 ニ從 ヘバ,PeptonハHistamin

ト等 シ ク毛 細 管毒 ニシ テ,主 トシテ之 ヲ擴 張 セ シ

メ透 過 性 異 常 ヲ來 スモ,中 等 大 以 上 血管 周 圍 ニ浮

腫 出血 等 ヲ來 ス所 見 少 キ事 實 ニ一 致 シテ,生 體 染

色 ニ依 ル モ大 ナル 血 管 周 圍 ニKarminヲ 滲 出 流

出セ シ ムル所 見 尠 キ者 ト思 ハ ル.

第4節 被 働 性 過敏 症 海〓 臟 器: 余 ハ 生體 染

色ニ 依 ル本 實驗 ヲ爲 ス ニ當 リ,確 實 ナル 發症 ヲ望

ム ガ爲 ニハ,基 礎 ヲ爲 ス可 キ多數 ノ發 症豫 備 實驗

ヲ必 要 トセ リ.之ニ 關 シテ モ余7)ハ 別 編 ニ詳 述 セ

ル モ,更ニ 要 點 ヲ摘 録 セ ン ニ,馬 血 清 ヲ抗 元 トス

ル免 疫 家 兎 血清 ノ沈 降 反 應 度 ハ實ニ 被 働 性 ニ免疫

體 ヲ海 〓 ニ賦 與 スル根 幹 ヲ爲 ス者 ニ シ テ,余 ハ專

ラ緒 方 氏 法ニ 藉 リテ,免 疫 血 清 中沈 降素 ノ稀 釋 價

及 ビ結 合 帶 ヲ精 査 セ リ.海 〓 體 重260gニ 就 キ稀

釋 沈 降 素 傾1:500 (500E.H.)ノ 免 疫 血 清1.0cc

ヲ以 テ感 作 ス ル時,潜 伏24時 間 後,海 〓 流 血 中,

同 一抗 元ニ 對 スル稀 釋 沈降 素 價1:25ヲ 賦 與 セ シ

メ得 タ ル余 ノ豫 備 實驗 成績 ハ,亦 教 室先 輩 ノ業 績

ニ一 致 セ ル トコ ロニ シテ,免 疫 血 清 稀 釋 抗體 價 及

ビ海 〓 體 重 ヲ異 ニ スル ニ從 ヒ,感 作 スベ キ血 清 量

ハ 上 記 ノ數 値ニ 比 例換 算 シ得 ベ シ,此 際 海 〓 流 血

中沈 降 素 ノ結 合帶 ハ,又 感 作 用 免 疫 血 清 ノ結 合 帶

ニ一致 スル者 ニ シテ,之 ニ依 リテ結 合帶 相 當 量 又

1/2-1/4相 當 量 ノ抗 元 ヲ再 注 射 スル 時,何 レモ確 實

第5表 免疫家兎血清竝ニ被感作海〓流血中沈降反應
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ナ ルShock症 状 ヲ來 シ,Shocktodヲ 來 サ シ メ得

タ ル コ トハ,亦 多 數 ノ豫 備 實 驗ニ 於 テ認 ムル トコ

ロ,又 先 輩 ノ業 績 ニ一 致 セ リ.茲ニ 實驗ニ 使用 セ

ル免 疫 家 兎血 清 及 ビ其 ノ500E.H.感 作 注 射 後,

潜 伏24時 間 後 ノ海〓 流 血 中沈 降 反 應 ヲ例 示 セ バ

第5表 ノ如 シ(前 頁參 照).

沈 降 反 應 ヲ精 査 セ ルA, B免 疫 血 清 ノ500E.H.

ヲ感 作 セ ル多 數 海 〓 流 血 中 沈 降 反應 ハ α, βニ 於

ケ ル ガ如 ク潜 伏24時 間 後,元 免 疫 血 清 ト結 合 帶 ヲ

等 シ クシ其 ノ稀 釋 沈 降 素 量 ハ1:25ヲ 賦 與 サ レ居

レ リ.余 ハ 之等 海〓 ニ抗 元 タル 馬 血 清 ヲ生 理 的 食

鹽 水 ヲ以 テ適 宜 稀釋 シ,結 合帶 相 當量 又1/2-1/4相

當 量 ヲ靜 脈 注射 スル コ トニ依 リ,所 期 ノ症 状 ヲ發

症 セ シ メ得 タル ヲ以 テ,他 ノ 同樣ニ 感 作 セ ル 海〓

ヲ以 テハ,發 症 注射 前,Lithion-Karminニ 依 ル

生體染色 ヲ行 ヒ,染 着 充分 ナル ヲ待 チテ,上 記結

合帶相當量 ヲ標 準 トスル,抗 元馬血清量 ヲ靜脈 内

ニ注 射,目 的 ヲ達 スルShock症 状 ヲ目撃 スル コ ト

ヲ得 タルハ 第6表 ノ如 シ.

第6表 馬血清 被働 性過敏症海〓症 状

發 症 注 射 後,特 有 ノ不 安,立 毛,呼 吸 困難 ヲ發

シ,痙 攣 ヲ來 シテ斃 死 シ又 呼 吸 困 難 ヲ久 ウ セ ル後

恢 復 セ リ.剖 檢 スル ニ肺 ハ膨 脹 シテ,染 着 美 麗 テ ル

モ,多 クハ普 遍 的 ニ シテ斑 紋 ヲ呈 セ ズ,唯Nr. 270

ニ シ テ1時 間生 存 シ,呼 吸 困 難 恢 復 セ ル 者ニ 於 テ

斑 紋 状 ヲ爲 セ リ.

M. Nr. 266(2M,斃 死) 肺:肺 胞 壁 ハ 氣腫

状ニ 擴 開 シ,大 血 管 内 ハ 血 漿 トKarminト 混 在 シ,

毛 細 管 内 ハ 普 遍 的 ニ濃 厚 色素 ヲ充 塞 セ リ,毛 細 管

ヨ リ出血 スル所 見 著 シカ ラザ ル モ,血 管 周 圍 ニハ

稍 々著 明 ナ ル浮 腫 液 ヲ認 メKarminニ 染着 セ リ.

M. Nr. 267 (2M.斃 死) 肺:肺 胞 壁擴 開 セ

ル 氣 腫 所 見 顯 著 ナ ル モ,毛 細 管 又 中 等 大 血管 ノ出

血 ハ 著 シ カ ラ ズ,毛 細 管 所 々濃 厚Karmin存 在

シ,中 等 大 血 管 周 圍ニ 浮腫 液 ア リ,Karminニ 淡

染 シ,他 ノ血 管 内 ハ濃 厚Karminフ 充塞 セ リ.

M. Nr. 268 (10M.殺 戮) 肺:Karminハ

散 在性 ニ毛 細 管 ヲ充塞 シ,氣 腫 亦相 當 程 度ニ 見 ラ

ル ル モ,出 血所 見 無 ク,唯 大 ナ ル血 管 周 圍 ノ結締

組 織 ハ鬆 疎 浮 腫 状 ニ シ テKarminニ 淡 染 セ リ.

M. Nr. 269 (33M.殺 戮) 肺:中 等度 氣腫,

毛 細 管 充 血 ア リ,Karminハ 毛細 管 ヲ斑 紋 状ニ 充

塞 シ,血 管 周 圍 ハ極 メテ淡 染 セ ル浮 腫 ヲ見 ラル,

肝:中 心靜 脈 擴 開 シ,毛 細 管充 血 顯 著 ナル モ,

Karminハ 主 トシテ小 葉 周 邊 部 毛細 管 ヲ充 シ テ放

線 状 ニ排 列 セ リ.Glisson鞘 浮腫 ハ 著 シ カ ラズ.

腎:弓 状血 管,葉 間 血 管 ハ 血 球 充盈 擴 大 シ,

細 尿 管 間,絲 毬 體 ノ 毛 細 管 ハ 濃 厚Karminヲ

充塞 スル モ,血 管 周 圍 ノ浮腫 ハ著 シ カ ラズ.脾:

Pinserarterien内ニ 濃 厚 色 素 ヲ認 ム ル ノ ミ.

M. Nr. 270 (1St.殺 戮) 肺:肺 胞 壁 擴 開 シ

テ氣 腫 高 度 ナ リ,メ血管 周 圍 ニ出血 甚 ダ 高度,氣 管
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支腔狹窄 シ,粘 膜皺襞多 ク,毛 細管内多量 ノ濃厚

Karminヲ 充 塞 シ,樹 枝 状 ヲ呈 セ リ.氣 管 支,又

大 ナル 血 管 周 圍 ニ浮 腫 ヲ存 シ,Karminニ 依 リテ

無 構 造ニ 染 色 セ ラル ル ヲ認 ム(Fig. 7).本 例ニ 於

テ 血 管 ハ 多 ク充 盈擴 開 セ リ.肝:中 心 靜 脈 擴 開

シ毛 細 管 充 血 又 著 明,Karminハ 多 ク小 葉 周 邊 部,

毛 細 管 ヲ充塞 シ,Glisson鞘 血 管 周 圍ニ 浮 腫 ア リ,

茲 ニKarmin流 出 セ リ.腎:髓 質ニ 於 ケ ル血

管 ハ 充 盈 高 度 ナル モ,Karminハ 絲 毬體 毛 細 血 管

内 ニ認 ムル ノ ミ,弓 状 血 管 ノ附 近 ニハ極 メテ僅 少

ナ リ.心:充 血 甚 ダ 高度 ニ シ テ時 ニ出 血 セ リ,

筋 間ニKarminヲ 充塞 スル毛 細 管 ヲ見 ル モ血 管

周 圍 ニ浸 出 セズ.脾:充 血 シ,脾 竇 ハ 血 液 ニ富

メ リ,Pinserarterien-Karmieヲ 認 ム.

M. Nr. 325 (2M.斃 死) 肺:氣 腫 状 ニ シ テ

氣 管 支 腔 ハ狹 小 シ,動 脈 壁 ハ 收縮 状 ニ シ テ茲ニ 出

血 セ リ.Karminハ 毛 細 管 内ニ 普 遍的ニ 存 在 シ,

大血 管 周圍 ニハ 一 般ニ 浮 腫 液 ヲ認 ム.肝:充 血

著 明,毛 細 管 内Karminヲ 充 塞 スル ノ状 ハ 殊 ニ小

葉 周 邊部 ニ著 明 ナ リ,小 葉 間結 締 織ニ 大 ナル變 化

無 クKarminヲ 存 セ ズ.肝 細 胞ニ 著 變 ヲ認 メ ラ レ

ズ,星 芒 細 胞 ハKarminヲ 攝 喰 セ ズ.腎:稍 々

充血 スル モ肝 臟 程 著 シ カ ラズ.Karminハ 絲 毬 體

及 ビ他 ノ毛 細 管 ニ多 ク認 メ ラル ル モ,大 血 管附 近

ニ認 メズ,唯 弓状 血 管周 圍ニ 僅 少ニ 存 セ リ.

以 上 小 括,生 體 染 色 ヲ施 セル 海 〓 ニ在 リテ モ固

有 ノ被 働 性 過 敏症 状 ヲ發 症 セ シ メ得,肺 臟 ハ多 ク

膨 脹 氣踵 状 ヲ爲 セ リ.Karminニ 依 ル 染着 ハ 美

麗 ニ シテ普 遍 的 ナ リ,戸 山 ガ生 理 状 態 家兎ニ 於 テ

見 タ ル ガ 如 ク斑 紋 状 外觀 ヲ 呈 セ ズ.鏡 檢 スル ニ

Karminハ 樹 枝状 ヲ爲 シ テ毛 細 管 ヲ充 塞 シ,樹 枝

状末 端 ハ 頓ニ 微 弱 トナル,其 ノ他 ノ臟 器ニ 於 テ モ

多 クハ 毛細 管 ヲ充 塞 シ,肺ニ 於 ケ ル氣 管 支 及 ビ大

血管周圍,肝 ニ於 ケ ルGlisson鞘 血管周圍等 ニ

浮腫液 ヲ淡染 シ,又 濃厚 ナ ル 無構 造 イ状態 ニ テ

Karmin液 ヲ流出セ シム ル ノ状著明 ナルア リ,

Nr. 270肺 ニ於 テハ殊ニ顯 著ナ リ,此 際氣管支腔

狹小肺胞擴開,血 管周 圍出血等ハ染色 ヲ施 サザル

標本ニ 於 ケル ト等 シキ所見ナ リ.

第5節 逆過敏症 海癖臟器: 能働性過敏症 ト

云 ヒ,被 働性過敏症 ト云 ヒ,感 作 ニ依 リテ體 内ニ

産生シ,又 被働的ニ賦 與サ レテ體内ニ 保留セル抗

體ニ 對 シテ,再 注射ニ 依 リ輸 入サ レタル抗元 ガ作

用 シテ,抗 元抗體反應 ヲ營 ミ症状發現 スル者 ナ レ

バ,其 ノ作 用順 位ヲ逆列 シテ,豫 メ體 内ニ抗元 ヲ

輸入留保 セ シメタル者ニ,之ニ 對 スル抗體含有免

疫血清 ヲ注射 スルモ,亦 結合反應 ヲ起 シテ特有 ノ

過 敏 症 ヲ惹 起 セ シ メ得 ベ キ コ トハ,逆 過 敏 症 トシ

テ認 メ ラ ル ル所 ナ レ ドモ,實 驗 ハ未 ダ多 カ ラズ

余7)ハ 別 編ニ 其 ノ組 織 學 的 檢 索 ヲ行 ヘ リ,茲 ニハ

生 體 染 色ニ 依 リテ其 ノ所 見 ヲ追 加 セ ン トス,從 テ

發 症 手 技 ハ 總 テ別 編ニ 譲 ル モ,馬 血 清ニ 對 スル 免

疫 家 兎 血 清 ノ沈 降 反應 ヲ精 査 シ置 キ,其 ノ結 合 帶

相 當 量 ノ10倍 量 ノ抗 元 馬血 清 ヲ,海 〓 頸靜 脈ニ 感

作 シ置 キ,潜 伏30分 乃至23時 間ニ 於 テ,該 免 疫

血 清 ノ4000單 位 ヲ以 テ斃 死 セ シ メ,4000單 位 下

ノ再 注射 ヲ以 テ シテ ハ,特 有 ノ症状 ヲ發 スル モ,

斃 死 ヲ免 カ レ シ メ 得 タ ル,多 數 ノ豫 備 實 驗 ヲ以

テ,發 症 状 況 ヲ確 カ メ得 タ リ,茲 ニハ 發症 注 射 前

Lithion-Karminヲ 以 テ生體 染 色 ヲ施 セ リ.斯 ク

テ其 ノ臟 器 染 着 ヲ檢 索 スル ニ次 ノ如 シ.

M. Nr. 328 (294g ♀ 12M.殺 戮) 之ニ 使 用

セ ン トスル抗 馬血 清免 疫 家 兎 血 清 ノ沈 降 反 應 ハU.

氏 法1:50000(±)緒 方氏 法B.Z. 1:500 V.T.

1:1000ニ シ テ,Nr.328ニ 對 シテ其 ノ結 合帶 相當

量10倍 量 タル0.0452ccノ 抗 元 馬血 清 ヲ頸靜 脈 ニ

注 射,潜 伏2時 間 ヲ隔 テ テ,10% Lithion-Karmin

0.45ccヲ 再 ビ頸 靜 脈ニ 注 入,生 體 染 着 充 分 ナル ヲ

待 チ テ.家 兎 血清1500單 位 タル1.7ccヲ 頸 靜 脈 ニ

注 射 スル ニ.立 毛,靜 坐,高 度 ノ呼 吸 困難 ヲ營 ミ,

輕 度 ノ痙 攣 ヲ繰返 シ ツ ツ 生 存 スル者 ヲ12分 後 殺

戮 剖 檢 セ リ.肺:充 血 著 明,氣 腫 状 所見 顯 著,

血 管 壁 ハ 收縮 状 ヲナ シ厚 經 ヲ加 ヘ 内 腔 狹小 セ リ,

毛 細 管 ハ 濃 厚Karminヲ 充 塞 シ樹 枝 状所 見 ヲ爲
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セ リ.血 管 周 圍 ニ浮腫 液 ヲ認 メ,又 無 構 造 ニ着 色

セ ルKarmin液 ヲ存 ス.肝:充 血 中等 度,小 葉

周邊 部 毛 細 管 ニKarminノ 充 塞 顯 著,Glisson鞘

血 管 周 圍 ニ モ輕 度 ニKarminヲ 浸 出 セ リ,已ニ 星

芒 細 胞 ニ色素 攝 取 ノ傾 向 ア リ.腎:一 般 毛 細 管

及 ビ絲 毬 體 内 ニKarminヲ 充 塞 スル モ血 管 周圍

ニ之 ヲ認 メズ.脾:臚 胞 ノPinserarterien中

色 素 ヲ認 ムル者 ア リ.

M. Nr. 329, M. Nr. 330之 等 ノ所 見 モ概ネ 前

者ニ 逕 庭 ナ ク,茲ニ 記述 ヲ省略 セ リ.

以上 ヲ見 ル ニ逆過 敏症Shockニ 當 リナ,一 般

症 状 ハ 正 常 過 敏 症 ノ如 ク,鏡 檢 的 ニ モ血 管 ノ障碍

ヲ認 メ,就 中血 管 透 過 性 亢進ニ 依 ル浮 腫 液 ノ浸 出

ハKarminヲ モ共 ニ透過 セ シム ル ノ所 見 ニ接 シ

得 タ リ.

第6節 山羊溶血素血清注射海〓臟器:Fors-

mann4)ハ 山 羊 又緬 羊 血球 ハ 海 〓 臟 器 ト等 シ ク 所

謂Forsmann抗 元 ヲ含 有 スル コ トヲ明 カ ニ シ,其

ノ抗 血 清 即 チ 山羊 血 球 溶 血 血 清 ヲ.非 經 口的ニ 海

〓 ニ注射 スル時 ハ,海 〓 臟 器ニ 對 スル異 性抗 血 清

注 射 ト等 シ ク,1914年Friedberger27)ガ 實 驗 セ

ル 如 キ特 有 ノ過 敏 症 症 状 ヲ惹 起 ス.之ニ 關 スル組

織 學 的 檢 索 ハ余 ノ別 編7)ニ 詳 述 セ ル ガ,該 溶 血 素

血 清 注 射ニ 先 ダチ茲 ニハ 生 體 染 色 ヲ施 セ リ.茲 ニ

使 用 セル 溶 血 素 血 清 ハ豫 メ效 價 ヲ精 査 シ,溶 血價

1:25000血 球 凝集 價1:2500ナ リキ.之 ヲ海〓 體

重100gニ 就 キ0.006cc内 外 ヲ注 射 シ テ特 異症 状

ヲ惹 起 セ シ メ得 タ リ.斯 ル豫 備 實 驗 ノ後,之 ガ發

症 注射 前 生 體 染 色 ヲ施 シ置 キ テ確 實 發 症 第7表 ノ

成績 ヲ得 タ リ.

第7表 山羊溶血素 血清注射海〓症状
(K. Nr, 99)

注射 ヲ終 レバ,靜 坐,立 毛,脱 屎 尿,呼 吸 困 難

ヲ來 シ,重 篤 ナ ルハ 痙 攣 ヲナ シテ 斃 死 セ リ.剖 檢

スル ニ肺 ハ著 明ニ 膨 脹 シ,灰 白色 光 澤 ヲ放 テ ル部

ニ交錯 シテ,美 麗 斑 紋 状 ヲ爲 セ ルKarmin染 着 部

ヲ認 メ,他 臟 器ニ 於 ケ ル着 色 又 著 シ,2, 3ノ 鏡 檢

例 ヲ略 述 セ ン ニ.

M. Nr. 261 (1M.斃 死) 肺:血 管 周 圍 ニ高

度 ノ出 血 ヲ爲 ス所 見 ア リ,茲 ニ動 脈 壁 ハ 厚 徑 ヲ加

ヘ,内 腔 ヲ狹 小 シテ,收 縮 セ ル ノ状 ヲ呈 シ,内 膜

ニ相 當 シ テKarminニ 淡 染 シ,血 管 周 圍ニ 向 ヒ

流 出セ ル 血球 ハ猶 ホ黄 色 ヲ呈 スル モ,其 ノ間 血 漿

ハKarminニ 濃 染 セ リ.毛 細 管 ハ 一般ニ 充 盈 シ,

其 ノ間 濃 厚Karminヲ 充 塞 セ ル ハ樹 枝状 ヲ呈 シ,

然 ラザ ル 部 ト互ニ 交 錯 シ テ弱 鏡 下 ニテハ 斑 紋 状 ヲ

呈 セ リ.視 野ニ 存 スル淋 巴臚 胞 中Pinserarterien

ニハ濃 厚Karminヲ 容 ル.血 管周 圍 ノ浮 腫 ハ 著

明 ニシ テ,Karminニ 染 着 サ レタル モ.染 着 ノ程

度ニ 依 リ浮 腫 ノ量 ハ所 ニ ヨ リ テ差 異 ア ル コ トヲ

認 メ ラル.肝:小 葉 構 造 ハ 明瞭,中 心靜 脈 ニハ

Karminヲ 容 ル ル者 ト然 ラザ ル者 ト相 混 ゼ リ,毛
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細 血 管 ハ 一 般ニ 充 血 シ,Glisson鞘ニ 於 ケ ル浮 腫

ハ 輕 微 ナ ル モ 已ニKarminニ 淡 染 スル 者 ア リ.

腎:小 葉 間血 管 及 ビ絲 毬 體 毛 細 管 ニKarminヲ

充 塞 スル モ其 ノ他 ニハ 之 ヲ認 メズ.心:中 等 大

血 管 ハ 血 球 ト共ニKarminヲ 充塞 シ,毛 細 管 亦 濃

厚Karminヲ 充 スモ,血 管 周 圍ニ 之 ヲ認 メズ.

脾:充 血 ハ 中 等 度 ナ ル モKarminハ 僅微 ニ シ テ,

唯Pinserarterienニ 於 テ ハ濃 厚 ナ リ.

M. Nr. 260 (2M.斃 死) 肺:氣 腫 甚 ダ高 度,

毛 細 管 内Karminハ 樹枝 状 ヲ爲 シ斑 紋 ヲ呈 セ リ,

收 縮 状 ヲ爲 シ厚 徑 ヲ加 ヘ タル動 脈 周圍ニ 出血 顯 著

又 血 管 周 圍ニKarminニ 淡 染 セ ル 浮腫 ヲ認 メ ラル.

肝:中 心靜 脈 及 ビ毛 細 血 管 ニ濃 厚 ナルKarmin

ヲ充 塞 スル モ 一般ニ 小 葉 構 造ニ 異 常 無 ク,Glisson

鞘ニ 浮 腫 著 明 ナ ラ ズ.腎:増 大 シ テBowmann

腔 ヲ充 ス絲 毬 體 ヲ見 ル モ,Karminヲ 盈 ス者 ハ 輕

微,充 血 甚 ダ 高度 ニ シ テ毛 細 血 管亦 充 盈 セル モ,

血 管 周 圍 ノ浮腫 ハ著 シ カ ラズ,Karminヲ 見 ル コ

トナ シ.心:小 血 管 ハ 血球 ト共 ニKarminヲ,

毛 細 管 ハ 主 ニ濃 厚Karminノ ミ ヲ充 塞 セ リ.脾:

充 血 ハ 高度 ナ レ ドモKarminヲ 認 メズ.

以 上通 覧,臟 器 變 化 ハ 一 般過 敏 症ニ 等 シ ク,血

管 系 障 碍 ハ 殊ニ 肺 臟ニ 於 テ顯 著 ナ リ,Karminハ

主 トシ テ小 循 環 系 ヲ充 塞 スル コ ト多 ク,肺 動 脈 壁

ハ 厚 徑 ヲ加 ヘ,内 腔 狹小 シ,收 縮 セル ノ状 ヲ呈 シ

テ,周 圍 ニ出血 スル ア リ,浮 腫 ヲ來 スア リ,浮 腫

液 ハ 多 クKarminニ 淡 染 シ,又 濃 厚Karminト

シ テ存 スル コ トア ル ハ前 實 驗ニ 於 ケ ル ガ如 シ.

第7節 抗 臟器 血 清 注 射 海〓 臟 器: 第1型 動

物 代 表 タル 海〓 ノ臟 器 ニハForsinann抗 元 ヲ含

ム ガ故ニ,之ニ 對 スル 免疫 血 清 ニハForsmann抗

體 産 生 セ ラル.故 ニ該 免 疫 血 清 ヲ海〓ニ 注 射 セ バ

之ニ 對 スル 抗元 ヲ臟 器 ニ求 メ テ,體 内 ニ抗 元 抗 體

反 應 ヲ營 ミ,Forsmann現 象 タル逆 過 敏 症 ヲ惹 起

スル コ トハForsmann4)以 來興 味 アル周 知 ノ事 實

ナ リ.余 ハ之ニ 關 シ テ別 編7)多 數 ノ實 驗 ヲ繰 返 シ

テ其 ノ組 織 學 的檢 索 ヲ行 ヘ リ.茲 ニハ 海 〓 ヲ生體

染 色法ニ 藉 リ テ 其 ノ臟 器染 着 ノ状 況 ヲ 檢 索 セ ン

爲 メ,實 驗 ノ都 合 上 海〓 心 又肺 ニ對 スル 免 疫 血 清

ヲ使 用 セ リ.抗 元 又 免 疫 血 清 ノ調製 其 ノ他 ノ手 技

ハ 多 般ニ 互 ル ヲ以 テ總 テ 別編 詳 記7)ヲ 參 照 シ,茲

ニ 記載 ヲ割 愛 ヒ リ.

第1項 抗 心 竝 ニ抗肺 血 清 注射.茲ニ 使 用 セ シ

ト スル抗 心血 清 ノ沈 降反 應 ハU.氏 法1:400緒 方

氏 法 稀釋 價1:32 F.抗 體 價1:1000ニ シ テ海〓 ニ

注 射 スル最 小 致 死量 ハ膿 重100gニ 對 シテ0.1cc

ナ リ,又 抗 肺 血 清AハU.氏 法1:3840緒 方 氏 法

1:32F.抗 體 價1:2500ニ シテ最 小 致 死 量 ハ 同樣

0.07cc,抗 肺 血 清BハU.氏 法1:1920緒 方 氏 法

1:8 F.抗 體 價1:5000ニ シ テ最 小 致 死 量0.03cc

ナ リキ.海 〓體 重 測 定 後10% Lithion-Karmin

ヲ體 重100gニ 就 キ,0.15ecヲ 以 テ生體 染 色 ヲ行

フ事 前 節 ト等 シ ク,染 色 充 分 ナル ヲ俟 チ テ,所 要

抗 血 清 量 ヲ他 側頭 靜 脈 中ニ 注 射 セ バ,立 毛,不 安,

呼 吸 困難 ヲナ シ,痙 攣 ヲナ シ テ発 死 スル ア リ,然

ラ ズ シ テ呼 吸 困難 ヲ久 ウ セル ノ後,恢 復 生 存 スル

者 ア リテ第8表 ノ如 シ(次 頁 參 照).

症 状 著 明 ナ ル者 ヲ時ニ 殺 戮 シテ,臟 器 變 化 ヲ檢

索 スル ニ次 ノ如 シ.

M. Nr. 243 (2M.斃 死) 肺:膨 脹 顯 著 ニ シ

テ,染 着美 麗,肺 胞 壁 ハ擴 開 氣腫 著 明,毛 細 管 中

Karminヲ 充 塞 スルハ 樹 枝 状 ヲ呈 シ,然 ラザ ル者

ハ 染 着 セ ザ ル ガ故 一 見 斑紋 状 ヲ呈 ス.大 ナル血 管

ニハ 黄 色 ヲ爲 セ ル 血球 ヲ存 シ血 管 壁 中内 膜ニ 相 當

スル部 ハKarminニ 濃 染 シ,血 管 周 圍 ニハ黄 色 ヲ

爲 セ ル血 球 ヲ多 ク 出血 セ シ ムル像 ア リ,血 管壁 ハ

Hamatoxylinニ 明 瞭 ナ ル染 着 ヲ爲 シ,周 圍ニ 浮

腫 液 ヲ浸 出 スル者 ハKarminニ 淡 明 ニ染 着 シ,而

モ淡紅 色浮 腫 液 中濃 厚Karminノ 著 明 ナル所 見

ニ接 ス(Fig . 8).肝:小 葉 構造 明 瞭 ニ シテ細 胞

索 ノ排 列 正 常 ナ リ.Karminハ 中心 靜 脈ニ 濃 厚 ニ

充 塞 シ,Glisson鞘ニ 於 テ モ血 管 周 圍 ニKarmin

ヲ存 スル 所 見 アル モ僅 微 ナ リ.已ニKupfer細 胞

ニ攝 食 サル ル ノ所見 ア リ.一 般ニ 毛 細 血 管 ハ充 盈
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第8表 抗心,抗 肺血清注射 海〓症状

顯 著 ナ リ.腎:絲 毬 體 核 ハ 増 殖 セル 爲 メ増 大 シ

テBowmann氏 腔 ヲ盈 ス者 ア リ,該 毛細 管 及 ビ其

ノ他 ノ毛細 管 ハKarminヲ 充 塞 セ リ.小 血 管 ハ

内 皮 細 胞 崩壞 スル ア リ,血 管 周 圍 ハ 浮腫 液 浸 出 淡

染 スル ア リ,又 濃 染 スル ア リ.弱 鏡 下 ニ腎臟 ハ大

概Hamatoxylin色 ヲ呈 シ,中ニ 點 々 ト紅 變 セ ル

部 位 ハ,擴 大 スル ニ何 レモ血 管 周 圍ニ 浮腫 液 紅 染

セ ル ノ所 見 ナ リ(Fig. 9).心:血 管 ハ何 レモ充

盈 擴 開 シ テ血 球 ヲ存 ス,血 漿 ト混 在 セ ルKarmin

ハ 濃 淡 種 々 ニ シ テ,血 管 周 圍 ハ蛋 白物 質ノKarmin

ニ染 着 スル者 ア ル モ輕 度 ナ リ.一 般ニ 毛 細 管 内ハ

濃 厚Karminヲ 充 塞 セ リ.脾:充 血 シ,臚 胞 減

退 スル モ,Karminノ 存 在 ハ 僅 少 ニ シテ唯Pin-

serarterien中ニ 認 メ ラル ル ノ ミ.

M. Nr. 242 (1M.斃 死) 肺:膨 脹 著 明,斑

紋 状 着 色,鏡 檢上 氣 腫 亦 顯 著,血 管周 圍 ニ浮 腫 液

ア リテKarminニ 淡 染 ス,此 際浮 腫 液 ト共ニ 血

球 多 量ニ 流 出 セル 所 見 ア リ.肝:小 葉 像 明 瞭 ニ

シ テ,毛 細 管 ハ 充 盈 セ リ.血 管 周 圍 ニ浮 腫 液 ヲ見

ル コ ト ア リ,其 ノ間放 線 状 ヲ爲 シ テ 稍 々色 濃 キ

Karmin存 在 セ リ.Glisson鞘 ノ靜 脈 内 ニ濃 厚 ナ

ルKarminヲ 充 塞 ス.腎:絲 毬 體 増 大 スル 者 ア

リ,集 ノ毛 細 管ニKarminヲ 充 塞 シ,小 血 管 ニ

モ之 ヲ充 塞 スル者 ア リ,血 管 周 圍 ニ淡 染 スル浮 腫

液 ヲ認 ム.心:血 管 ハ 黄 色 ヲ爲 セ ル血 球 ヲ充 盈

擴 開 シ,外 膜 下血 管 ニハ 濃 厚Karminヲ 混 在 セ リ.

脾:Pinserarterienニ 濃 厚 ナルKarminヲ 認

ム ・

M. Nr. 224 (20M.殺 戮) 肺:膨 脹 シテ氣

腫 著 明 ナ リ.茲ニ 血 管 周 圍ニ 浮腫 液存 シKarmin

ニ淡 染 ス.所 々毛 細 血 管 内濃 厚Karminヲ 認 ム.

肝:充 血 ハ 甚 ダ 高度 ニ シ テ,就 中毛 細 管 ハ 多 グ

充 盈 擴 開 スル モ,Karminハ 僅 少 ナ リ.Glisson

鞘ニ 浮 腫 液所 見 アル モ,Karminニ ハ染 色 著 シ カ

ラズ.腎:毛 細 管 ニKarminヲ 充 塞 シ,血 管 周

圍ニ 出 血 スル 所 見 ア リ,又Karminニ 淡 染 スル 浮

腫 ヲ見 ル コ トア リ.心:血 管 ハ 充 盈,擴 開 シ時 ニ

出血 ヲ見 ル コ トア リ.血 管 内所 々Karminヲ 容 レ,

又 之 ヲ流 出 セ シ ムル所 見 ア リ.脾:充 血 ハ 甚 ダ

高 度ニ シテ,大 ナ ル血 管 ニハ 血 球 ノ外ニKarmin

ヲ充 塞 スル者 アル モ,血 管外ニ 之 ヲ滲 出 セ シ ムル

所 見 ナ シ.抗 肺 血 清B注 射ニ ヨルNr. 390, Nr. 321

ヲ剖 檢 スル ニ,肺 膨 脹 ハ經 度 ナル モ染 着 ハ 顯 著 ニ

シ テ,普 偏 的,他 臟 器 亦 ヨク染 色 セ リ.
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M. Nr. 320 (21M.斃 死) 肺:一 般 所 見 ハ

前 者 ト等 シ ク,毛 細 管 ハ 所 々斑 紋 状ニKarminヲ

充 塞 シ,氣 腫 ア リ,肺 動 脈壁 ハ 厚 徑 ヲ加 ヘ 收縮

セ ル ノ状 ヲ呈 シ,血 管周 圍ニ 出血 スル ア リ,又

Karminニ 濃 厚ニ 染 色 スル浮 腫 液 ヲ認 ム.肝:

小 葉 像ハ 明瞭 ニ シ テ,Karminハ 主 トシ テ其 ノ周

邊 部 毛 細 管 ヲ充 塞 シ,肝 動賑 周 圍 ニハ 輕 度 ナ レ ド

モ濃 厚Karminヲ 存 ス.腎:血 管 充 盈 擴 開,

絲 毬 體 モ増 大 スル 者 多 ク,Karminハ 毛 細 管 内 ニ

濃 厚 ニ シ テ,時ニ 小葉 間血 管 周 圍 ニKarminヲ

存 ス.心:中 等 血 管 ハ何 レモ血 球 ヲ充 盈 擴 張 ス

ル モ,Karminヲ 其 ノ内 外 ニ認 メズ.唯 毛 細 管

内ニ 濃 厚 液 ヲ存 ス.脾:Pinserarterienノ 外 ニ

Karminヲ 認 メズ.

M. Nr. 321 (20M.殺 戮) 肺:一 般 的 ノ充

血 殊 ニ毛 細 管充 血 顯 著,血 管 周 圍 ニ濃 厚Karmin

ヲ認 メ,又 毛細 管 ヲ充 塞 スル 者 ハ 樹 枝 状 ヲ爲 シ斑

紋 状 ヲ爲 セ リ,肝:中 心靜 脈 及 ビ小 葉 中 央帶 毛

細 管 ハ 放 線 状 ヲ爲 シ テ血 球 ヲ充 盈擴 張 シ,Karmin

ハ小 葉 周邊 部 毛 細 管 ヲ充 塞 シ美 麗 ノ 像 ヲ呈 スル

モ,血 管 周 圍 ニ浮 腫 著 シ カ ラズ.腎:血 管 充盈

擴 開 シ,Karminハ 毛 細 管 ヲ充 塞 シ,弓 状 動脈 周

圍 ニKarminヲ 認 ムル コ トア リ.心:血 管 充

盈 シ時ニ 出血 セ リ,血 管 周圍 鬆 疎 浮腫 状 ノ部 ヲ見

ル コ トア ル モ染 着 ハ著 シカ ラズ.脾:脾 竇 擴 開

シテ血 球 ヲ盈 スモKarminヲ 存 セ ズ.

以 上小 括,肺 及 ビ肝 臟 ノ血 管 外ニ 出血 シ,又 浮

腫 液 ヲ滲漏 シ,茲 ニKarminニ 淡 染 シ,又 濃 染 ス

ル ノ状 況 顯 著 ナル ア リ.殊ニ 抗 心血 清 ニ依 リテ心

臟 及 ビ腎臟ニ 出血 又充 血 ヲ見,浮 腫 ヲ染 着 ス.脾 臟

ハ 充 血 顯 著 ニ シテ,脾 竇ニ 血 球 ヲ盈 スモKarmin

ノ存 在 ハ 著 シカ ラズ,唯Pinserarterien内ニ 充

塞 スル ヲ見 ル ノ ミ.

第2項 F.抗 體 吸收 抗心,抗 肺 血 清 注 射.抗 海

〓 心,肺 血 清 ノ如 クForsmann抗 體 ヲ含 ム免 疫

血清ハF.抗 元ニ 對 シテ異種性抗體 トシテ ノ作 用

ヲ營 ムコ ト多 ク.其 ル中ニ膿器特異性抗體 ノ産生

ハ 却 ツテ 僅 少 ナ ル コ ト已 ニ周 知 ノ知見 ニ シテ,之

ニ關 シテ ハ 余 ノ別 編7)ニ 報 告 スル所 ナ リ.而 シ テ

Forsmann抗 體 ヲ含 ム時 其 ノ免 疫 血 清 ヲ 注 射 セ

バ特 有 ノ過 敏 症 状 ヲ發 シ テ斃 死 スル者 多 キ モ,之

ヲ吸收 除去 スル時 ハ,稍 々大量 ヲ使 用 スル モ斃 死

ニ至 ル コ ト尠 ク,内 臟 ニ特 有 ノ組 織 變 化 ヲ缺 キ,

就 中 血 管 透過 亢進ニ 基 ク浮 腫 液 ヲ認 ムル コ ト亦 尠

キ ヲ知 レ リ.茲 ニハ生 體 染 色 ニ依 リテ組 織 變 化 ヲ

再 ビ檢 討 セ ン トスル ニ當 リ,免 疫 血清 ハ前 項 實 驗

ノ者 ヲ使 用 シ,其 ノF.抗 體 吸 收 除 去 ノ法 ハ別 編 詳

記 ニ讓 リ茲 ニハ 省略 セ リ.

F.抗 體 ヲ吸 收 セ ル抗 心,抗 肺血 清 ハ遙 ニ大 量 ヲ

以 テ スル モ 海〓 ヲ斃 死 セ シ メズ,症 状ニ 認 ム可 キ

無 ク シテ 元 氣 活溌 ナ リ.剖 檢 スル ニ肺 膨 脹 無 クシ

テ所 見 吸收 前 ノ者 ト大ニ 異 レ リ,生 體 染 色ニ 依 ル

2, 3所 見 ヲ略 記 セ ン ニ.

M. Nr. 22S (12M.殺 戮) 注 射 後極 輕 度 ノ呼

吸 困 難 ヲ爲 セ ル モ,直 チ ニ恢 復 セ リ,肺:染 着

ス レ ドモ膨脹 著 シカ ラズ,鏡 檢 上,肺 胞 擴 開セ ズ,

氣 腫 ヲ呈 セ ズ,毛 細 管 ハ 稍 々充 盈 ス レ ドモ血 管 周

圍 ノ浮 腫 ヲ認 メズ,茲 ニKarminニ 染 色 スル 所 見

ヲ認 メズ.肝:毛 細 管 ハ 稍 々充 盈 シ,Glisson

鞘 血管 ト共 ニKarminヲ 充塞 スル モ,血 管 周 圍

ニ浮 腫 著 シ カ ラズ,又 之 ヲ染着 スル ノ所 見 ナ シ.

心:充 血 セル血 管 ノ外 ニ,出 血 セル所 見 ア レ ド

モ,血 管 外 ニKarminヲ 見 ズ.腎:絲 毬 體 毛 細

管 内 ニKarminヲ 見,中 等 大 血 管 ニモ見 ル コ トア

ル モ,血 管 周 圍 ニ之 ヲ見 ラ レズ.脾:充 血 ヲ中

等 度ニ 見 ル モKarminヲ 認 メ ラ レズ.

M. Nr. 24S (12M.殺 戮) 注射 後 呼 吸 困難 ナ

ク,元 氣 亦盛 ナ リ.肺:染 着 美 麗 ナ ル モ,膨 脹

ナ ク,鏡 檢 上,ズ 氣 腫 ヲ認 メ ズ,毛 細 管 ハ擴 大

シ,Karminヲ 充 塞 樹枝 状 ヲ爲 シ.血 管 周 圍ニ 出

血 又浮 腫 ヲ見 ル コ トア ル モ,極 メテ輕 微 ニ シ テ,

Karminニ 染着 セル 高度 ノ所 見 ハ 得 難 シ.肝:

小 葉 像 ハ 明 瞭 ニ シ テKarminハ 毛細 管 ヲ充 塞 ス

ル モ,肝 動 脈 周 圍 其 ノ他ニ 認 メズ.腎:絲 毬 膿
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稍 々増 大 シ,其 ノ毛 細 管 及 ビ其 ノ他 ル毛 細 管 ニ濃

厚Karminヲ 認 メラル ル モ,血 管 周 圍 ニ之 ヲ見 ル

コ ト無 シ.心:血 管 内Karminノ 存 在尠 シ.

脾:PinserarterienニKarminヲ 認 ムル モ其

ノ他 ニ之 ヲ認 メ ラ レズ.

以 上 小 括,F.抗 體 ヲ吸收 セル 抗 心(Nr. 228)抗

肺(Nr. 248)血 清 注射ニ 依 ル時,肺 膨 脹 セズ,氣

腫 無 ク,出 血,充 血 尠 ク,血 管 周 圍ニ 浮 腫 ナ ク

シ テ,モ シ之 ヲ見 ル コ トア ル モ極 メテ輕 度 ナ リ

(Nr. 248肺 臟)又 心 臟ニ 輕 度 ノ出 血 ヲ見 ル コ トア

リ.即 チ抗 臟 器血 清 中F.抗 體 ヲ吸收 スル時 ハ,過

敏 症特 有 ノ粗 織 的變 化 ヲ來 サズ,就 中 肺,肝,腎

ニ テ認 メ易 キ血 管 周 圍 ノ出血 ,浮 腫 等 ヲ來 ザ ザ ル

ガ故 ニ,濃 厚Karminヲ 流 出 セ シ メズ,又 之 ニ淡

染 セ ル 浮腫 液 ノ存 在 ヲ缺 ケ リ.而 モ抗 心 血 清ニ 於

ケ ル 心臟 ニ,抗 肺 血清ニ 於 ケル 肺 臟 ニ極 メ テ輕 キ

出血,浮腫 ヲ見ル コ トアル等猶 ホ詳細 ハ余 ノ別編7)

ニ於 ケルガ如 ク,F.抗 體吸收後モ残存 スル臟器 蛋

白ニ對 スル沈 降素ニ 依ル組織變化ハ來 シ得 ル者 ナ

リ.

第8節 海 〓血 清 免 疫 家 兎 血清 注 射 海 〓臟 器:

血 清 ニ對 スル 免 疫 血 清 ヲ原 動 物ニ 注 射 セ バ 之 ガ沈

降 素ニ 對 スル抗 元 血 清 ヲ體 内 ニ 求 メ テ,抗 元 抗

體結 合 反應 ヲ行 ヒ過 敏 症Shockヲ 惹 起 スル コ ト,

Zytotoxin,溶 血 素 血清,F.抗 體 含有 血 清 ニ於 ケ ル

ガ如 ク已ニ 周 知 ノ事 實 ニ シ テ,余 ハ 別 編7)ニ 於 テ

組 織 學 的檢 索 ヲ爲 セ リ.本 編ニ 於 テ更ニ 其 ノ生 體

染 着 状 況 ヲ檢 索 セ リ.實 驗ニ 使 用 スル免 疫 家兎 血

清 ノ海 〓 血 清 ニ對 スルU.氏 法1:25000緒 方 氏 法

結 合 帶1:1000稀 釋價1:250ナ ル 者 ヲ以 テ發 症

注射 ヲ爲 ス前ニLithion-Karminヲ 以 テ生 體 染 色

ヲ施 セ リ,其 ノ2, 3ニ 就 テ略 記 セ ンニ(第9表)

第9表 海〓血清免疫家兎血清注射海〓症状
(K. Nr. 90)

M. Nr. 207 (16M.斃 死) 肺:稍 々膨 脹 シ,

美 麗 ニ着 色 ス,鏡 檢 上 氣 腫 状 部 ト然 ラザ ル部 ト相

交 錯 セ リ,毛 細 管 ニKarminヲ 充塞 セ ル部 ハ樹 枝

状 ヲ呈 シ,然 ラザル 部 ト互 ニ斑 紋 状所 見 ヲ呈 ス.

大 ナ ル血 管 内ニKarminヲ 充 塞 スル モ,血 管 周 圍

ノ浮 腫 ハ著 シ カ ラズ.肝:小 葉像 明 カナル モ,

毛 細 管 充 血 ハ 高度,Karminハ 多 ク小 葉 周邊 部 ヲ

充 塞 シ,Glisson鞘 浮 腫 亦 高 度 ニ非 ズ.腎:一 般

ニ充 血 ハ 著 明 ナ ル モ,Karmin充 塞 ハ 多 ク絲 毬 體

毛 細 管ニ 於 テ シ,弓 状 血 管 ノ周 圍 ニ浸 出 セ ル所 見

ハ 著 シ カ ラズ.心:血 管何 レモ 充盈 シ,殊 ニ著

明 ナル 出血 ヲ認 ム,筋 間毛 細 管ニKarmin充 塞 ヲ

認 ムル モ 血 管 周圍 ニハ 認 メ ラ レズ.脾:充 血 著

明 ナル モKarminハ 唯2, 3血 管 内ニ 存 シ血管 外

ニ浸 出セ ズ.

M. Nr. 208 (25M,斃 死) 肺:毛 細 管 ハ充

盈 ス レ ドモKarminハ 之 ヲ充塞 スル 者 ト然 ラザ

ル者 ト交錯 セ リ,血 管内膜 ハ收縮状 ヲ爲 シ血管周

圍ニKarminヲ 流 出セ シ ムル 明 カ ナル 所 見 ヲ呈

ス(Fig. 3).此 際 血管 内 ノKarminト 相 通 ズ ル

ノ觀 ヲ呈 シ,其 ノ他 ノ視 野ニ 於 テ モ 血 管 周 圍 ニ

Karminニ 淡 染 スル 浮腫 液 ヲ存 セ リ.肝:毛 細

管 充 血 顯 著,Karminハ 主 トシテ小 葉 周 邊 部 ノ毛

細 管 ニ多 ク シ テ.Glisson鞘 血管 周圍 ハ 鬆 疎 ニシ
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テ,Karminニ 淡 染 スル浮 腫 液 存 在 ス.腎:絲

毬 體 及 ビ其 ノ他 毛 細 管 充血 シ,Karininハ 絲 毬 體

ニ認 メ ラル ル ノ ミ.心:充 血 及 ビ出 血ヲ顯 著 ニ

認 メ ラル ル モ,Karminハ 唯 毛 細 管 ヲ充 塞 スル ノ

ミ.脾:血 液ニ 富 メル モKarminヲ 認 メズ.

以 上 小 括,血 清 ヲ抗 元 トスル免 疫 血 清 ヲ注射 ス

ル モ,特 有 ノShock症 状 ヲ來 シ肺 氣腫,心 臟 出 血

等 顯 著其 ノ他 ノ臟 器 モ 充 血 著 明 ニ シ テ,本 染 色 法

ヲ以 テ ス レバ,着 色 セ ズ シテ猶 ホ黄 色 ヲ呈 スル 赤

血球 トシ テ存 在 セ リ.肺 血管 内膜 ハ 收 縮 ノ状 ヲ呈

シ血 流 ノ外 ニKarminヲ 流 出 セ シ ムル 著 明 ノ所

見 ア リ(Fig. 3).心 臟 ニ於 テ顯 著 ナル 出血 像 ヲ認

ムル モ,Karminヲ 認 メザ ル ハ 其 ノ普 及充 分 ナ ラ

ザ ル ニ因 ル者 ナ ル ベ シ.要 之 一 般 抗臟 器 血清 注 射

ニ於 ケル ガ如 ク高度 ノ變 化 ニハ 非 ザ ル ガ如 キ モ,

猶 ホ血 管 内ニ 注 入 サ レタルKarmin液 ハ血 管 透

過 性 亢 進 ヲ利 シ テ血 管 外ニ 流 滲 出 スル機 會ニ 遭 遇

シ得 タル者 ト解 シ得 ベ シ.

第4章 總 括 考 按

過 敏 症 ノ本 態 ニ關 シ,Doerr其 ノ他 ノ業 績 ハ體

細 胞就 中血 管 系ニ 於 テ 抗元 抗 體 反 應 行 ハ ル ル ノ結

果,茲ニ 原 發 性 ノ障 碍 ヲ發 シ透 過 性 異 常 ヲ來 スコ

トノ見解 ニ一致 スル者 多 ク,余 モ亦 別編 多數 ノ實

驗 的 過敏 症ニ 於 テ,其 ノ組 織 變 化 ノ中心 ヲナ ス者

ニ臟 器 ノ血 管 系 障 碍 ヲ確 認 シ タル ヲ以 テ,更 ニ本

編ニ 於 テ ハ之 等 過 敏 症 臟 器 血 管 内 ニ,發 症 注射 前

豫 メ色素 液 ヲ注 入生體 染 色 ヲ施 シ置 キ,之 ガ發 症

ニ依 リテ透 過 性 異 常 ヲ來 ス可 キ 血管 壁 ト ノ間ニ 如

何 ナル 關 係 ヲ齎 スベ キ カ ニ就 キ檢 索 ヲ試 ミタ リ.

而 シテ 余 ガ試 ミタ ル實 驗 ハ 正 常能 働 性 過 敏 症ニ 於

ケル 海 〓,家 兎 ノ臟 器 ヲ始 トシ,Peptonshock,

被 働 性過 敏 症,逆 過 敏症,山 羊 溶血 素,抗 海 〓 臟

器 血 清,抗 海〓 血 清免 疫 家 兎血 清 注 射 ニ依 ル 海〓

臟 器ニ 互 ル者 ニシ テ,之 等 ノ單獨 發 症 實 驗ニ 於 ケ

ル 組 織 變 化 ハ 余 ノ別 編ニ 詳 述 スル所,多 數變 化 ノ

中 心 ヲ爲 シテ 各臟 器 毛 細 管 ノ充 盈擴 張,浮 腫 浸 出

中小 血管 就 中肺,肝 動 脈,腎 弓 状 血管 時ニ 心 冠 状 血

管 周 圍 等ニ 或 ハ 出血 シ或 ハ 浮腫 液 ヲ潴 溜 スル 等,

明 カ ニ 血管 透 過 性 亢進 ニ 因ル 可 キ 變 化 ヲ目撃 セ

リ.余 ハ 多數 ノ豫 備 的 實 驗ニ 於 テ,常 初Merkノ

Anlin-blainヲ 使 用 シ5%生 理 的食 鹽 水 溶 液 トシ

其 ノ1.0ccヲ 海〓 靜 脈ニ 注射 スル コ トニ依 リテ,

全 身 ノ皮膚,粘 膜 ハ 勿 論,内 臟 ノ外 表,割 面 ニ著 明

ノ染 着 ヲ爲 ス コ トヲ得 タル モ,其 ノ標 本 作 製ニ 常

リテハ 脱 色 スル コ ト多 ク,即 チ 色素 固定 ノ不 安 定

ナ ル コ トニ失 敗 ヲ喫 シ タ レバ,專 ラ10% Lithion-

Karmin液ニ 改變 使 用 セ リ.而 モ抵 抗薄 弱 ナル 海

〓ニ 在 リテハ,多 量 ノ色 素 分 子 ノ注 入 ヲ許 容 セ ズ,

體 重100gニ 就 キ0.15cc以 上 ナ ル時 ハ,斃 死 セ シ

ム ル コ ト多 ク,以 下 ナ ル時 ハ 一 時 全 身 ヲ強 直 セ シ

ム ル コ ト有 ル モ,直 チ ニ恢 復 セ シ メ得,此 際 全身

クト表 及 ビ内臟 染着 著 明 ニ シ テ標 本 作製 ニ當 リ テ

モ,色 素 固 定 ハ稍 々 安定 ナ ル ヲ得 タ リ.余 ハ色 素

注 入ニ 依 リ又 發症 注射 ニ相 當 スル 食 鹽水 或 ハ 馬血

清注 射ニ 依 ル對 照所 見 ヲ通 覧 スル ー,就 中肺 臟 ハ

過敏 症 肺 ノ如 ク膨 脹 スル コ ト無 ク,Cohnheim9),

Lichtheim13), Teigerstedt14),戸 山12)等 ノ記 載

ニ一 致 シ テ,外 觀 斑 紋 状 ヲ爲 シテ 染着 セ ル部 ト然

ラザ ル部 ト交 錯 シ,不 染 着 部 ハ 生 理 的機 能 ヲ休 止

ス トノ戸 山 ノ見 解 ヲ漸 ケ不 問 トシ,鏡 檢 ス レバ着

色部 毛 細 管 ハ樹 枝 状 ヲ呈 シ テ濃 厚 分子 ノKarmin

ヲ充 塞 セル モ,氣 腫 其 ノ 他過 敏症 特 有 ノ變 化 ヲ見

ズ シ テ,血 管 周 圍 結 締織 ハKarminニ 稍 々淡 染

スル者 ヲ見 ル コ トア ル モ,浮 腫 液 ヲ盈 シ又 濃 厚

Karminヲ 流 出セ シ ムル所 見 ニ接 セ ズ.

過 敏 症 臟 器 ノ變 化 ハ殊ニ 肺臟 ニ於 テ顯 著 ナ リ,

故ニ 本 編 ノ實 驗 ニ於 テモ 肺臟 ノ變 化 ヲ最 モ 標 識 ト

セ リ.然 ル ニ注射 サ ル ル色 素 液 ノ灌 流 ハ 肺,心 等 小

循 環 系 ニ於 テ早 期ニ,他 臟 器殊ニ 腎,脾 等 大 循 環 系

ニ於 テ遲 延 スル ヲ認 メ タル ガ故ニ,余 ハKarmin

注 入後 可及 的 早 期 ニ,而 モ其 ノ注 入影 響 緩 解 スル

ヲ待 チテ發 症 注 射 ヲ爲 ス ヲ得策 トナ セ リ.

各種 發症 状 態 ノ確 實 適 切 ナル ハ 本實 驗 ノ根 幹 ヲ
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爲 ス者 ニ シ テ,教 室先 輩 ノ啓 發 ヲ蒙 ル コ ト多 ク,海

〓ニ 於 ケ ル 馬 血清 能 働 性 過 敏 症ニ 在 リテ ハ流 血 中

沈 降 素 結 合 帶 相 當量 ノ1/5-1/3,家 兎 ニ在 リテ ハ 同

上 結 合 帶 相 當 量,海 〓 被 働 性 過 敏 症ニ 在 リテハ 感

作 ヲ受 ケ タル海 〓 流 血 中 沈 降 素 結 合帶 相 當量 又1/2

量 ヲ以 テ發 症 注射 ヲ行 ヘ リ.又Peptonハ10%液

ヲ體 重100gニ 就 キ0.3cc以 上,馬 血 清ニ 依 ル 逆

過 敏 症 ハ 再 注 射 用 免 疫 血 清結 合帶10倍 量 ノ 抗 元

ヲ以 テ感 作,2時 間 潜 伏,1500單 位 免 疫 血 清 ヲ發

症 注射 シ,山 羊 溶 血 素,抗 海〓 臟 器 血 清,抗 海 〓

血清 免疫 家兎 血 清等 ハ 余 ガ別 編 詳 記 ノ最 小 致 死 量

ヲ標 準 トシ テ注射 シ,何 レモ或 ハ 斃 死 セ シ メ,或

ハ 生 存 セ シ メ テ正確 ナ ル發 症 ヲ期 待 シ得 タ リ.然

ル ニKarmin液 ヲ豫 メ注射 スル時 ハ,各 實 驗 ヲ通

ジ テ發 症 注 射ニ 依 ル臨林 的症 状 稍 々輕 度 又最 小 致

死 量 ヲ稍 々増 加 スル ニ依 リテ,抗 元 抗 體 ノ結 合反

應 ヲ稍 々阻 止 スル カ ノ觀 ア リ,Gay u. Clark28),

Siegmond29),岡 崎30)等 ハ 色 素 填 塞 ニ依 ル網 状 織

内皮 細 胞 系 ノ抗 體 産 生,抗 體 抑 留 ヲ障 碍 減 弱 スル

ヲ報 告 セ ル知 見ニ 相 通 ズ ル 結 果 トモ見 ラ ル 可 キ

モ,余 ノ目的ニ 對 シ テハ支 障 ナ キ ヲ得 タ リ.

生體 染 色 ヲ施 セル 海 〓 ニ在 リテ モ 過敏 症 臟 器 ノ

變 化 ハ特 長 ア リテ,染 色 ヲ施 サ ザ ル者 ト等 シク,

Karminハ 肺胞 壁 毛 細 管 内 ヲ樹 枝 状 ニ充 塞 シ,肝

細 胞 索 間毛 細 管 ハ主 トシ テ小 葉 周 邊 部ニ 於 テ,腎

絲 毬 體 毛 細 管 及 ビ 葉 間 血管ニ 於 テ,脾 ハ臚 胞 ノ

Pinserarterienニ 於 テ夫 々濃 厚 分子 ノKamin

ヲ存 ス.肺,肝 動脈,腎 弓状 血 管 周 圍 ニ於 テ,浮

腫 液 ヲ淡 染 セ シ メ,又 濃 厚 分 子 状態 ニテKarmin

ノ滲 出 又流 出 スル ノ状 ヲ認 ムル コ トヲ得 タル ハ.

即 チ血 管 内ニ 注 入 サ レタルKarmin液 ノ行 方 ヲ

示 セル 者 ニ シテ,斯 ク血 液 又 ハ血 漿 ヨ リモ比 重 高

キ10% Karminノ 軸 流 關係 ヲ以 テ シ テ モ,已 ニ

血 管 外ニ 透 過 シ得 ル ヲ以 テ見 レバ,比 重 低 キ 血漿

性 浮 腫 液 ノKarminヨ リモ早 期ニ 血 管 外ニ 透 過

ス可 キ コ ト考察ニ 難 カ ラズ.

Fig. 1. Histologische Gefassbild bei aktiver Ana-

phylaxie. 馬血 清ニ 依 ル能 働 性 過 敏 症 海〓 肺 ノ血 管 壁

ヲ示 ス(別 編M. Nr. 3'再 録).Formalin固 定,H.E.

染 色,Zeiss, 7×40×30cm,血 管 壁 ハ浮 腫 状 鬆 疎,筋 纎 維

ノ境 界 不 明 ニ シ テ無 構 造,内 皮 細 胞 ハ 收縮 状 ニ 凸凹 シ,血

管 周 圍 ニ浮 踵 液 著 明 ナ リ.
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余 ハ染 色 ヲ施 サザル馬血清能働性過敏症海〓 肺

血管壁筋纎維無構造浮腫状鬆疎 ニシテ血管周圍 ニ

浮腫液 ヲ多量浸 出セ シムル附圖(Fig. 1)ヲ 掲 ゲ

テ其 ノ理解ニ 資 シタ リ.此 事實ハ即チ多數 ノ過敏

症 實驗ニ於 テ血管透過性異常亢進 ヲ組織學 的ニ認

メ得 タル證左 ニシテ,過 敏症Shockニ 際 シテハ

抗體抗元結 合 ノ順逆ニ拘 ハ ラズ,結 合反應 ハ主 ト

シテ體細胞就中血管系内皮細胞ニ 於 テ營 マ レ,正

常均衡状態 ヲ障碍 シ,透 過性異常 ヲ來 ス者 ナル コ

トノ論據 ト爲 シ得 ベキ成績 ナルベ シ.

第5章 結 論

生體ニ 色素液 ヲ注入後,各 種過敏症 ヲ發症 セ シ

ムル 時 ハ.發 症ニ 依 リテ 亢 進 セ ル,肺,肝,腎,

心 等 ニ共 通 的 ノ血 管 壁 透 過 性 異 常 ニ依 リ,各 臟 器

血 管 外ニ 出 血 シ,浮 腫 液 ヲ浸 出 セ シ ムル ト同時 ニ,

該 色 素 液 ヲモ透 過 セ シ メ テ美麗 ノ所 見 ヲ得 ラル.

稿 ヲ終 ル ニ當 リ,終 始 懇 篤 ナル御 指 導,御

叱 正,御 校 閲 ノ勞 ヲ賜 リタル 恩 師緒 方 教 授 ニ

滿 腔 ノ謝 意 ヲ表 シ,標 本 鏡 檢ニ 御 援 助 ヲ與 ヘ

ラ レ タル 病 理 學 教 室 玉川 講 師 ニ肝 銘 ノ意 ヲ捧

グ.

本 編 ノ要 旨 ハ 昭 和13年2月 岡 山醫 學 會 第

49囘 總 會 席 上ニ 演述 セ リ.
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附 圖 説 明

 Fig. 2 Leber befund bei Semminjektion,

Vitale Farbung.

 對 照,馬 血 清 注 射 家兎(K. Nr. 92)ノ 肝臟,

Glisson鞘 ノ血 管 及 ビ肝 細 胞 索 間 ノ毛 細 管 ニ濃 厚

Karminヲ 充 塞 スル モ 血 管 周 圍 ニハ 流 出 セ ズ)

(Formalin固 定,H.染 色,Zeiss 7×10×26cm)
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Fig. 3. Lungengefagsbefund bei Antiseru-

mseruminjektion, Vitale Farbung.

抗 海 〓 血 清 免 疫 家 兎 血 清 ヲ注 射 セ ル海 〓(M.

Nr. 208)ノ 肝 臟,血 管 内 膜 ハ 收 縮 状 ヲ 呈 シ
,

Karminノ 一 部 ハ 血 管外 ニ流 出セ リ(同 上 ,Zeiss

7×20×26cm)

Fig. 4. Lungengefassbefund bei aktiver

Anaphylaxie, Vitale Farbung.

馬血 清 ニ ヨル 能 働性 過 敏 症Shock海 〓(M.

Nr. 291)ノ 肺 臟,血 管 壁 肥 厚 内腔 狹小,血 管 周 圍

殊 ニ左 方ニ 濃 厚 ナルKarminヲ 潴 溜 シ圓 形 細 胞

集 積 セ リ(同 上)

Fig. 5. Leberbefund bei derselben, Vitale

Farbung.

馬 血 清 ニ ヨル能 働性 過 敏 症Shock海 〓(M.

Nr. 264)ノ 肝 臟,肝 動 脈 内腔ニ 濃 厚Karminヲ

存 シ周 圍 組織 ニKarminニ 淡 染 スル 浮 腫 液 放 線

状ニ 排 列 セ リ(同 上)

Fig. 6. Lungenbefund bei Peptonshock,

Vitale Farbung.

Peptonshock海 〓(M. Nr. 273)ノ 肺 臟,肺 胞

壁 毛 細 血管 内 ニ濃 厚Karminヲ 充 塞 セル モ,中 血

管 周 圍 ノ浮 腫 液 ハ僅 少 ナ リ(同 上,7×10×26cm)

Fig. 7. Lungenbefund bei passiver Ana-

phylaxie, Vitale Farbung.

馬 血 清 ニ ヨルレ被 働 性過 敏 症Shock海 〓(M. Nr

270)ノ 肺 臟,血 管 内濃 厚Karmin充 塞,周 圍 ハ

浮 腫 状 ニ シテ 下方 及 ビ左 側ニ 濃 厚 ナルKarminヲ

流 出 セ シ ム(同 上,7×20×26cm)

Fig. 8. Lungenbefund bei Forsmann'sche

Antikorperinjektion, Vitale Farbung.

抗 海 〓 肺免 疫 家 兎 血 清 注 射 ニ ヨル 海〓(M. Nr.

243)ノ 肺臟,毛 細 管 ハ濃 厚Karminヲ 充 塞 シ,

中 血管周 圍 ハ 浮 腫 液多 量 ニ シ テ 美 麗ニ 淡 染 セ リ

(同 上,7×10×26cm)

Fig. 9. Nierenbefund bei diesel ben, Vitale

Farbung.

抗海 〓 肺 免 疫 家 兎 血 清 注射 ニ ヨル 海 〓(M.

Nr. 243)ノ 腎臟,小 葉 間 血管 周 圍ニKarminニ

稍 々濃 染 スル浮 腫 液 ヲ認 ム(同 上,7×40×26cm)

       Aus dem Hygienischen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama

 (Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata).

Uber die vitale Farbung des Organs bei experimenteller Anaphylaxie.

        (besonders uber Permeabilitatsanderung des kleinen

             Gefasses bei verschiedenen Schoekarten.)

     Von

     Yoshitomo Watanabe.

    Eingegangen am 18. Marz 1940.
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Fig. 2. Leber bei Seruminjektion, Vitale Farbung. Fig. 3. Lungengefassbefund bei Antiserumserum-

         injektion, Vitale Farbung.

Fig. 4. Lungengefassbefund bei aktiver Anaphy-

           laxie, Vitale Farbung.

Fig. 5. Leberbefund bei derselben, Vital Farbung.
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Fig. 6. Lungenbefund bei Peptonshock, Vitale

                 Farbung.

Fig. 7. Lungenbefund bei passiver Anaphylaxie,

              Vitale Farbung.

Fig. 8 Lungenbefund bei Forsmann'sche Anti-

       korperinjektion, Vitale Farbung.

Fig. 9. Nierenbefund bei dieselben, Vitale Far-

                  bung.
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In vorliegenden Mitteilungen (1-2) berichtet Verfasser uber mikroskopischen Organ-

befund bei verschiedenen anaphylaktischen Schockarten, sogar bei Pepton- und Histamin-

schock. Bei diesen Untersuchungen bemerkte er eine degenerative Veranderung der 

 parenchymatosen Epithelzellen und daneben eine Schadigung der Gefasssysteme des 
Organs, insbesondere an den Blutkapillaren und den kleinen Arterienwanden. Dieser 

 Befund ist wohl auf eine Permeabilitatssteigerung des kleinen Gefasses bei Schock zuruck-

zufuhren. Um diesen Befund noch weiter nachzuweisen, untersuchte Verf. in diesem 

 Bericht den Organbefund bei Vitalfarbung. Dem Versuchstier (Meerschweinchen oder 

 Kaninchen) wurde vor Antigenreinjektion oder Organgiftinjektion Lithionkarmin ins 

Blutgefass injiziert und so die vitale Farbung ausgefuhrt. Mit Kontrastversuchen erhalt 

man dabei ein klares Bild, bei verschiedenen Schockarten beobachtet man Farbstoffuber-

fluss in der Umgebung durch veranderte Gefasswande. Wie man beim Kontrollversuch 

sieht (Fig. 1.), tritt keine Gefassveranderung ein, wenn man nur Serum injiziert. Das 

 injizierte Karmin bleibt hauptsachlich im Gefasslumen. 

  1) Bei aktiver Anaphylaxie des Meerschweinchens sieht man (Fig. 2-6.) deutlich 

durchpassiertes Karmin sowie Hamorrhagie und Odembild in der Umgebung des kleinen 

 Gefasssystems. 

  2) Das Bild beim Peptonschock ist etwas anders. Man sieht weniger Karminuber-

fluss und ein leichteres Odembild als bei aktiver Anaphylaxie, weil das Pepton hauptsach-

lich in Gefasskapillaren wirkt und das injizierte Karmin in der kleinen Gefasswand 

bleibt.

 3) Bei passiver Anaphylaxie und bei inverser Anaphylaxie beobachtet man auch 

eine Permeabilitatsstorung des Gefasssystems. Der Befund ist an Lunge und Leber deut-

lich, aber auch an Niere und Herz kann man das gleiche Bild beobachten. 

 4) Durch Hamolysininjektion (Ziegenhamolysine bei Kaninchen) oder Forssman'sche 

 Antikorperinjektion (Kaninchenimmunserum durch verschiedene Meerschweinchenorgane) 

weden Schockzustande bei normalen Meerschweinchen erzeugt. Man erhalt denselben 

Befund wie bei aktiver Anaphylaxie. Nach Hamolysinabsorption wirkt dieses Antiorgan-

serum noch viel milder, es tritt keine Permeabilitatsstorung auf. 

  5) Das Antimeerschweinchenserum von Kaninchen wirkt dagegen stark auf normale 

Tiere und man sieht dabei, auch eine Permeabilitatsanderung des Gefasssystems ein-

treten. (Autoreferat)
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